
日本外科皐曾雑誌臨時競

第 44同日本外科事曾線曾日程

〔本日程二牧録セノV演説要旨J、追加討論者ノ タメ

ニ妻考ユ供スノVモノナリ。雑誌（線曾競）ユ J、正

規ノ時間内ュ演了セ JV原稿ノ全文ヲ掲載スグヌf

故へ製本ノタメニ本日程保存ノ必要ナシ〕

曾期 昭和 18年 4月1日. 2日. 3日

曾場 東京帝国大串法文経第31番教室
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日 本外科皐曾

昭和 18年2月20日議行
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演説故ニ追加討論ニ就テノ注意

1, 演説時間J、ー題ニ就キ.10身、以内トス。

2, 演説者J、前演者ノ終了前必ズ央演者席二着ftNイジ。

3, 演説8分間ユ蓬ジタ JV時第1鈴ヲ貼ズ。第2鈴J、規定時間鯵

了ヲ報ズノV 毛ノ JナレJ直チユ降壇セラ νタシ。

4, 演説者J、降壇後直チェ演説原稿ヲ本曾幹事＝提出セラ vタ

シ。本原稿J、総曾競編輯用品供スノV毛ノエシア．周及ピ表

ヲ入vア本曾雑誌2頁ヲ超過スノV時J、其短縮ヲ求メ或J、印

刷賓費ヲ徴牧スノV コトアJVイジ。

5, 追加討論J、1人ニヅキ 3男子以内トジ規定時間＝蓮寺〆タJV時

J、鈴ヲlヨア報ズ。

6, 追加叉J、討論希望者J、議メ其氏名ヲ記，シタJV紙片ヲ委員二

交付ジ．曾長ニ通ジ置キ．曾長ノ指名ェア曾場ノ前席＝設ケ

タノV討論者席＝着キア接言セラ vタジ。但ジ議告ノ暇ナキ

時J、此限リニ非ズ。

7, 追加討論者J、直ユ其ノ大要ヲ曾場備付ノ抄録用紙＝記載ジ

郎時本曾幹事ユ提出相成リタシ。抄録J、ナノv~ ク簡潔＝記

遮セラ vタシ。

8, 討論者二重苦ジア J、演者J、終結僻ヲ遁プノV ヨトアノVニ就キ．

其迄J、討論者ノ、退場セザノV ヨト。

9, 規定ノ出演順番＝嘗 ＇） v時．潰者不在ナラバ演説ナキモノ

ト認ム。代演ノ、許テズ。

10, 演説ニ必要ナJV国表其他J、必ズ演説1時間前迄ニ順番ヲ附

ジア幹事今ニ提出相成リタジ。

11, 本誌所載ノ抄録以上ニ詳細デJV内容jf既ユ他ノ皐曾ユ於ア

去る表セラ vタノVカ叉J、雑誌掲載等ユヨ‘Pア周知ユ属スノVユ

至リタノV場合J、本曾＝於ケノV演説J、取泊、スコトアノv~ v~ 
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第44同日本外科与さ曾線曾次第

曾期

曾場

昭和 18年 4月1日． 2日． 3日

東京帝園大事法文経第31番教室

第 1日（4:月1.a・.木曜日）

開舎午前8時30分

菌室長喜 令長佐藤清一郎

演説

l. 5%, 10%「トロパコカイ :YJニ依Jν高 』

比重脊髄麻里算法

加藤三九期／名古屋修大I " 
篠原政雄＼.J寄藤外科l ., 

2. 手術鐙襲ト血中残絵筆素及ピ尿素窒素

、 錐ュ尿中総窒素及ヒー尿素窒素ノ消長

E使津正後／東北帝大＼. o; 
賀川泉ニ1武藤外科J ・！

• 3. 外科的疾患及ピ其ノ経過中ニ於占＇）ν骨

l'i像ュ就テ

～／金書聖寄大1、’h 竹．内粂口〔熊埜御堂外科j
4. 尿ユヨル癌診断ニ就テ ノI議林的主主ニ賓 i

験的研究（第一報〉

保利哲郎（ね罪お・6
5. 震骨髄静脈撮影法ユ就テ

橋本義雄華北帝大｝
1河石外科l

6. 化股性骨衝炎ノ「レ」緩接的追求誼 ム

rν」線像ト組織像トノ比較研家

横山主主雄（遜信病院？7 

7. 骨髄ノ殺菌性ニ闘スJV寅届量的研究 （特

二年飴品ヨJV差異〉

関川賢廊（玉誉賞喜）・7

8. 外科的侮染症ノ！像後ュ閥二えノν臨林的主主

ニ貸験的研究

芳賀脅（言ザ喜：）－. 7 

9. 念性外科的疾患ーュ於ケNil菌血症ノ臨林的

賞品細菌撃的研究

事事 ’昌 俊（済生舎芝病院）・・8

10. fズJVフeVアミド」酸化型ノ毒性ト抗

微生物作用ユ就テ
t大阪帝大＼.. R 

坊 岡 富 士 夫 岩 永 外 科）＇8 

11. 「7:;vブォYアミド」剤ノ局所的使用己

関スノν臨林的研究附，「メノVフ会Yアミ

ド」剣簡易定性及ピ定量法

高天 、、成／同仁合、白
金子義制呆京審院）.. 9 
張徳事、＂＂ ' 

12. 動脈性衝撃注射療法

瀬尾貞信／千葉書大＼. Q 

中山恒明1瀬尾外科j’プ
13. 筋炎ノ病理組織接的観察

／弓主演朝合＼.. Q 
張村起昌I基督病院） 9 

u. 炎衝性疾患ニ及ポス Shwa山 man事液

ノ影響 ’B 

稲 田 保／東京帝1
坂本馬減｛大分院）・・10 

月賢一、 e ’ 

15. 閥節ニ於クJV三二三ごと之三三反Jlf!¥ノ：資 、

験的研究〔第一報〉

深谷藤一（慶臆大接外科〉・・10

正午休憩

開曾午後 1昌幸

演 践

16. 特愛性股痘忠者ノ血液型客性議集反感ユ

就テ 本名文佳i京城帝大｝・・11
渡塗正義1本名外科j

17. 朝鮮済州島ュ於クル「フ4ラリアj症ノ

統計的調査

Eえi正訴罪買お・11

18. 雪量湾高砂、族ュ於-!TJV痛風症ュ就テ（熱

帯地原住民ノ痛風症〉

佐骨木碩章（言葉票率：）・・11

19. 北京＝於-!TJV外科的疾患ノ統計的観察

勝屋弘辰i北京大．・12
山開放傍1摩密接院＂＇

ー一一 2一一一



卸． 乾燥血液ノ：批!I'll＝~フ 31. 胃全刷出術ユ就テ

木日産コ（量吋ザ森）・12 梶谷 鐙（霊祭病震）・・16

21. 戦傷治療上終来注意ヲ要スベキ事項ユ

就テ I 一般的事項1
E 各部職傷 JC約25分〉

出万三郎
高浦剛七郎
瀧川一美／陸軍々、
玉村一雄l唇撃．校｝・・12
島田英夫、軍陣外科f

掘逸郎
徳、岡三郎

22. 未検榊経移植主主ユ縫合ニ際Vテ行へJV

包締法ェ就ラー

低温ト生腫

宮地忠雄｛名古屋帝大ト・12
金山政敏1桐 原 外 科J

、宿題報告 I

32. ニ，三ノ複雑ナル賢及ピ腸癌根治手術

式立宣ユソノ直接投ニ永鍛治癒成絞4就

テ 久留勝（愛野寿）・・16

部． 全身麻酔時ユ於占rJV臓電気圏ユ就テ

／東北帝大1， 長谷川十一郎〔桂外科）＂・16 

8生． 勝及ビ頭蓋手術時ニ於b-JV総頚動脈ー

時的結紫ニヨJV出血節約ニ就テノ：寅験

的及臨休的研究

k 篠原政雄（番苦持）・・17

35. 調神経交叉部症候ニ就テ

竹林 弘i大阪帝大．・17
弁施早苗1岩永外科＂ ' 

報告者柳 批 ー（北海道帝大〉・・12 36. 謄下垂憧移植ニ依y路下垂慢性蔵痩症

第 2自体月 2日．金曜日）

開曾午前8時30分

演説
甥ザ肝臓外科ノ基礎的研究

第 一報肝臓ノ機能的左右異向性ニ関

ス月，賓験的研究
／丸升I＇帝大 1小林信雄l )・・13 
＼石山外科／

24., ・.門静脈周園淋巴腺腫大ニヨノν臨林症欣

ュ就テ 石野 琢（京都帝大外科〉・・13

25. 肇海ι於b-Jν熱帯性肝膿蕩ノ治療法ニ

就テ 徐傍輿（警官票率）・・14

' 26. 2盤石生成原因ト Vテノ！葬酵素

大t野良縁｛大 ・阪＇＼.・14 
三好 角一＼大野病院／

. 27. 慢性「マラリアJ勝腫ノZ三三i兵「ア

I' Vナリ YJ静脈内微量注射療法誼ニ

療後ノ牌臓ノ病理接的愛化ユ就テ

藤永宗昭／妻北号待大＇＼. ・14 
if) 水 生1津悶外科／

28. 念性腹膜炎ノー次的閉鎖療法ノ成績

石川幸雄（実高野義）・15

29. 胃腸ニ於クル所謂消化性誌言語審ノ成因ユ

関スJV寅験的研究

友田正信｛九州帝大＇＼. ・15 
近藤俊三1友岡外科／

加． 胃癌510例 ノ；手術成績

布留 女夫（支野病震）・・15 

ノ治療ニ就テ

横関 1告吉｛京都府立寄大l・・18
杉下次郎L償問外科／

37. 勝創，脆膿蕩ノ治療ニ関スJV笈験的研
／東主主帝大、

高木忠信〔大槻外科．・18

、正午休憩

開 曾 午 後 1時

演 説

38. ？＇~傷性脳簸痕ユ基グ筋痢ニ婆fスノレ簸痕

切除ノ：放果

浅野芳受（京都帝大外科〉・・19

39. 前頭葉切除術ヲ施行セ／ν精神病者ノ縛

蹄ニ就テ

需主稿ff~（妻自覚事）・19
疋同法四郎

盛o.気賀ニ喜重化ヲ及ポス勝手術ニ就テ

；：佐官E議（新潟審判・・20
油木第、一郎1外 科J

u. 勝臆疹ノt外科的経験

中国瑞穂｛新潟慶大．・却 ．
問中憲二1外 科J

昼2. 胸部交感赫経節内酒精注身4方法，英／

意義誼ニ夫 vj]•生健ユ及ポスご，三ノ

餐化ニ就テ

天瀬交蔵（満洲密大）.. 20 
1卒山外科／

43. 内臓炎患紳経切除手術／舷用

一一一 3一一



同代跨測〈名古屋日赤） .. 2.() 

鎚． ヲ足感稗経切除術ノj放果的考察

土岡 昭（ま富喜）・・21清水源ー且美 廊 崎外宇

友田 ，男

錨． 消化器系統ノ綾能的疾患ユ封スノV交感

紳経外科

大 漂 ’ 蓬〈大連唇院）・・21

宿題報告 2

胸留安感神銀ノ外科

報告者戸 関 博（名古屋帝大〉・・21

第 3日（長月 3日土曜日）

開曾午前8時却分

演 設

鉛． 外科的腎疾患ニ於~JV腎内動脈ノ態度

、郎部正明／東北常大＼ 99 

近藤．弘1武藤外科／町
長：7. 立と工工民病ノ手術主主精成績ヨリ見担

9ν臨休i象ト組織像
i別府 、 肺野口秋人1 )・・22 1野口病院／山

錫． パセドウ氏病術後反際,J、基礎代謝$ti:

一血液沃度量ト関係ア 9ヤ

毒自主竺ケ策北帝大｝舘
ホ ’ 村政~＇桂外務＼

鈎． 乳腺ノ汗腺系腫Sf：.：.就テ

久留勝 ／金 滞.大＼.. ~ 
河崎外美雄l久留外科J 叩

50. 縦帰後服務＝閥スノV寅験的研究

和問 進（型山書大）.. 23 
＼三 宅外科l

61. 持ピ胸薗結核症ユ就テ

竹内信 一ぐ京都帝大外科｝・・23

52. 結核性腹膜炎開腹術後ニ於ケノν結核菌

尿ノ意義

鬼束惇哉（京都帝大外科〉・・24

回． 頚，胸部交感紳経切除ノ肺結核ユ及M

二ス彩響ニ就テ

大和田野 浩一（説日現奇）－制

54. 

55. 

56. 

67. 

58. 

横隔膜機能ノ人工的腹絶品開7'.111研究

第一報償隔膜神経「》ロナキ Vー」品

関スJV••量的研究
／京都府立書大1 ?I: 

編村一割横問外科）話

人工集腹法ヲ併用セJν犠暢棋聖ま除術
／傷痕軍人.＼.. ？曳

今井義若｛愛知療養所｝出

胸廓成形衡.n又針側肺病竃ニ及ポス最多

響ニ就テ久保宗人（村松晴嵐荘〉・・25

胸廓成形術後ノl掬壁動祷ニ関スJV研究

加納保之.（村松晴嵐荏〉・・26

胸廓形成術 ~Sembt毛法）ノ肺結核ユ及

~ス影響

宮本 忽／傷痕軍人｝慌

を野生次野椋療養所t・m

59. 肺結核症ニ撃すよスル選鐸的肺成形術ノ治

療費支果ユ就テ

都築 正 男
JI！島健 吉／東京帝大、，a
木 本 ．誠ァ．毎築外草寺子山
永沼 養 作

回． 心臓ノ「 レ」線断層動影法ユ蹴テ ·.~· . 

中 H1 恒明I千葉書大．・27
鈴木＼ 多~ ~＼瀬尾外科J

正午休憩

開曾午後 1時

報告泊二重量事

庶務，令官f報告

衣同開催地選定 ノ件

吹同舎長選費量ノ件 、1

次同宿題及ピ報告者選定．ノ件

名審舎長，名tf舎員推薦 ノ件

宿題報告 S

心膿外科I

報告者榊原 ι I字（岡 山〉・・Z1

心鴎外科 II

報告者 i・：直司主義（大阪帝大）・・21

閉曾ノ1麟i 舎長佐藤清 一 郎

一－ 4一一ー



第 1日 付月 1日．木曜日）

l持l 合 午前8時30分 ， 、
開合ノi僻 令長佐藤論、ー一郎

閣民儀纏

演説

I. 5 %, 10% iトロパコ7JインJニ依ル高比重脊髄麻癖法

加 藤 三 九 期
名古屋帝岡大事密製部祷藤外科教室篠原政選

！叉ベル＼カfン」，s 「べJレカミ ン」等テ5%食瞳7｝＜.叉ハ 10%穂波テ以テ高比重トナシ，比重ニヨ

Jレ特性テ膝用 シテ調節脊髄＂＇調：法テ行フコトノ、スデニキト繭秀氏 Aピ鎌政教提ニヨツア量産表セラ

レソ ノ優秀性ノ確認セラaレ今日デハ多数ノ追試者テ見テヰル現欣デアJレ，余等ノ、従来多年使用ー

セラレヅ、アJレ市販ノ「トロ パコカイ ン」ハ普通使用謹度郎チ 5%,10%ニ於テ甚ダ高比重溶液

ナルコトニ著目シ試験管内賞験及ピ之ガ臨林的感用テ行ツタノ：デア Jレ．先ヅ誌験管同ニ於デノ’、

「トロ ハ‘コカ4ンJ溶液ハ濃度1.25%テ境界トシテ之ヨリ軽キモノハ脳ti髄液上ニ拝潜シ之ヨ1

リ重キモノハ液下ニ沈下シテ之ト混合セプJ，ソノ 5%乃至l0%溶液ハ完全ナJレ高比重被ナJレコ

干テ示ズ．

之テ臨林的ニ慮用ス Jレ~ソ ノ 高比重性テ利用 ス レ；，「ヌベ Jレカ 4 ンJS ， 「ベルカミ ン」 S ト同
様ノ特性テ示シ陰部神経廠楳，偏側属t官等法，高位後根肱静法等＂13・可能デオJレ， R佐「ヌペJレカ 4

ン」， 「ペルカミン」 ι 比シ廟塀持績時間ハ短 -f13・従来ノ「トロパコカイン」稀薄使用法ニ比スv

パ臓癖持続時間永ク確賓ニ所望部位ニ離 すい Jレノ利離が TJレ．

臨休的感府ノ際ノ使用量，所望励癖部分ニヨ Jレ瞳位lノ選揮，励慎雪量現ノ部位1えピ蹴解持繍時

間ニ就fテ述べントス．

2.手術侵襲ト血中残鯵窒素及ビ原素窒素誌ニ原中穂窒素反ビ尿素窒素

J消長

東北骨子園大暴露挙部武藤外科数室塩津正俊
質川泉二

手術侵襲 ノ生韓ニ及ボス影響テ知 ラン トシ，術前及ピ術後1,3日及ピ1,2遡ュ Kjddahl

法ニヨリ血中残飴窒素（R剖）誼ニ尿中線、窒素（G-N）ラ Cullen-vanSlykeノ「ウレアーゼ」法ユ

ヨサ血及ピ尿中尿素窒素（U-N）タ棋l」定，之等ノ消長テ観察セリ，検査尿ハ午前8時ヨリ翌日

午前8 時迄ノ 1 日量中ヨリ其 0.5詫宛テトリ賞職ニ供シ，採血ハ採尿末時ノ午前7 時頃~p チ空
腹時約6詫採取，直ニ拘悌酸曹達テ加へテ凝聞ヲ防ギ，其2.U括テ 10%三瞳化酷酸溶液4.0提

ト混和．上i膏3.. 0詫テ採りテ（R-N）測定ニ供シ叉（U-N)（測定ユハ 2.0提ノ：全血テ用ヒタリ．賞

l験例数ノ、胃切除58，腸切除蛇ニ直腸切断 14，臆獲及ピ牌臓手術12其他肱腔内手術21，腎刻出 ‘

37，叩賦腺手術 11，旺門手術12其他腹腔外比較的小手術43，比較的大手術8計216例ナ I}.

賓験成績慨要封照トシテ非手術20例ニヅキ 1週間ニ亙リ・毎日之等ノ測定安行ヒタルニ生理

的動揺ハ極メテ僅少ナルテ見タ q，然Jレニ手術例ニテハ殆ンド全例ニ手術後血中 （R-N,U-N) 

誼ニ尿中（G・N,U-N）ノ増加テ見，ソノ；最高値ニ蓬ス JI/時間的関係ハ血中(RN/UN)13・手術後

1日ユ最高ニ蓮シ，尿中（GN,UN）ハ3日ニ最高ニ逮スJレモノ最モ多ク，手術後1B或ハ3日

一一一 5一一一
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_.,_ N値最高ニi圭スJレそノガ「次位テ；月ム，手術後増加値ハ 腹腔内手術ニ於テ腹腔外手術ニ比’シ

’般ι高度ナリ．
、．

. !J.外科的疾患友ピ其ノ経過ニ伴7骨髄像エツ4テ w

金津唇科大事熊埜御堂外科教室 竹 ‘内・粂吉

諸種外科的疾患84例ニデッキ：実ノ純泊中背’髄像テ胸骨穿刺号ヨ？（多キハ8同）検シ向ホ比較

ノタメ末梢血液像デモ検セリ．

各疾患ニヨリ異レドモ一般ニ症朕軽度ナル間ハ骨髄像ニ於テ幼若中性幡好性骨髄細胞二信カ

ノ増加’テ見且ツ核及ピ原形質ノ錘化モ僅カユシテ，末梓血液像ニ於アそ盤化甚シカラズ，重症

ナルカ一般賦態不良トナPニ至νゲ骨髄像ニ有核細胞数増加，中性噌好性骨髄細胞同幼若型増

加酸晴好性’胃髄細胞ノ減少現つ v且ツ質的ニモ核異常，原形質異常現ハレ機能旺盛像明カナJレ

時Tリ或ハ退行性慶性テ室スル場合、アリ，末梢血液像ニ於テモ亦慶化著明ナ q，之等ノ襲ftモ

，病勢ノ帳復ト共ニ漸究正常ニ復ス，例へパ臆汁性腹膜炎ユ於テモ症朕重篤ナJレ間ノ、幼若中性晴

好性骨髄細胞甚シク増加シ且．ツ退行性慶性モ著明ナリシガ病勢l侠復ト共ニ正常へ復セリ，末柏、

血液像ニ於デモ亦極メテ著明ナ Jレ慶化テ示セ1

以上ノ錘化ヨリシテ病状軽症ナル問ノ、血液貯醸器＇r'.i.・ノ貯蔵血動員セラ Jジ、カ或ハ骨髄機能正

常二保タレ鋳ニ骨髄像及ピ、末梢血液像ノ侵化モ｛墓カ ι シテ重症戎ハ一般朕態悪化スルニ歪9ア

骨髄機能障碍テ来シ途ニハ退行性艶｜生ラ呈スJレニ歪ル号ノト思考ス．

4.尿ニヨル癌診断ニ就テノ臨林的措ニ賓駿的研究（第一報）

熊本密科大星野今ホ外科数室保利哲 ，郎

癌腫ハ早期ニ之 νテ全部切除スJレコト手ヨリ完全治癒：ェ 向フコトアルハ吾々ノ知ル所デァ ．

ル．従ツテ我々ノ、出来ル限リ早期ニ且ツ確賞ニ之レテ診断スルコトニ務J ナク νパナラナ＂＇

ツノ方法トシテ今日迄種々／J血清誼ニ尿ニヨル診断法ガ考案セラレタガ今向確賓ナル方法ノ、見

雷ラナ4ノデアル．

絃ニ著者ハ癌患者誼ニ肉腫家兎ノ尿ニヨル診断テフヅクス氏ノ原理 lニ従ヅテ賞施シ，フッ

三三氏ノ方法ニ於ナル異種蛋自分解醇素ぞヨル分解産物タル「アミノ」酸ノ徴量測定テ著者自身

，ノl改良セルフ省リ y氏反感ノ慶法ニテ定量シ，其結果本法ハ癌診断法トシテー良法ナルコトテ

思惟スルニ至JV.

ι．鰹骨髄静脈撮影法

華北帝園大撃野事部河石外科教室橋本a 義雄

' i寅者ノ、昭和15年骨髄内輪血挫ニ識液注入ノ可能性テ認メタガ同時ニ骨髄内ニ造影剤テ注入

えヲレコトニヨリ生櫨ニ於テモ之ニ所属ス Jレ深部世ニi~干E性静脈儀テ明カユ撮影ス Jレコト品成功

。シタ，卸チ遺影剤jハ先ヅ？骨髄内血管像テ現ハシ栄養静脈ヨ 9骨外ニ移行スJレ．遺影剤トシテ「ト

ロトラスト」，「ヌ：ギ，ウロン」テ用ヒタ jJ.後者 J方制 z刺戟強シ，注入量ハ背・ニヨり異ナバノ毛主肢

ニ於テ槙骨内ニ約10括テ注入I人 Vパ膜’高静脈迄ノ像ノ、明瞭ニ現ρν，J又下肢・z於アハ約30提

子鹿骨内ニ注入スレパ股諦脈迄ノ像テ認メル，而シテ此ノ際特ニ深部縛脈像ガ明カニ投影サレ

ル，】余ハ視診上何等挫化ナク唯下肢ニ倦怠感テ訴へシ患者ニ本法テ感用シ深部静脈癌及ピ静脈

栓塞ノ像テ’認、 .） .叉高度十 Jレ下肢象皮病患者ニテ従来ノ方法ニテハ不可能ナリシ例品本法ニ依
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q 皮下組織ニ於ク Jレ著明ナル圏構；伏静脈境？長？認メ葉ノ金切除ニ依リ之レラ治癒~シメタ．其
ノ他家兎腔骨内ニ死後遺影剤テ注入シテ四肢ノミナラズ，躯幹i腎，肝，心臓ノ像テ認メタ，
斯クノ如ク本法ハ従来ノ静脈撮影法ノ足ラザルテ補ヒ得Jレモ J l・考へつ三其ノ臨林例テ供噴セ
ントス．

6.化膿性骨髄炎j「レ」線畢的遁求拾ニ「レ」線像卜組織像トノ比較検索， 
東京逓信病院外科横山達雄

余八千，薬害科大接第一外科教室ニ於テ長近3年6ナ月間（白昭和14年 1月，至昭和 17年 6
月）干取扱ヒタル化膿性骨髄炎患者162名ニ就キ系統的ニ「内線豊島的追求テ行ヒ，併セテ摘出
骨バレ」線像ト組犠像トノ比較検索テ試ミタリ．

( 1) 「り線像ニ現ノ、Jレ骨膜肥厚λ Cambiumschichtヨリノ Osteophyt J 脅現ニヨリ生
ズルモノナリ．而モ此骨膜肥厚ノ、臨林「レ」線像ニハ箪ニ均等ナ Jレ濃度ノ陰彰トシテ現ハル、
モ，之が摘出骨ノ「ν」線像ニ於テハ組織像ュ見JレOsteophyt.ニ・致シテ皮質部ニ垂直ナ It.無
敏ノ線欣ノ陰髭トシテ認メ得．

(2) 骨内部（腔脅i制品目豊部）ニ於クル球形ノ I~澗ノ、之ガ周園ノ背組織ニ病的艶化ナキ場合，
寅径1.5糎以下ニテハ「VJ線上金ク之テ陽性lノ像トシテ認メ得ズ．

( 3) 化膿性骨髄決ノrν」綿菓ι現ノリレ病的初護保、平均 10.4日←シテド1揃猷ハ
皮質部ニ現ハ、モノ多ク，骨膜肥厚ノ、平均20.2日品シテ稜現ス．

( 4）、 14歳ノ尺背骨髄炎ノ：全腐骨除去・後ニ於ナル骨膜ヨリノ骨再生現象テ「レ」線接的ニ系
統的ニ親察ス（哀奨供覧）．

( 5) 病的初殺「レ」線像t立ニ殺さ主機轄テ考車シ化膿牲督・髄炎ノ lLノ」線製的分類テナス．

7.骨髄ノ殺菌性＝闘スル賓験的研究（特ニ年齢ニ依ル差異）

千葉傍科大接河合外科数室西川賢郎

血行性化膿性骨髄炎ノ幼少年者ニ好殺スJレ理由ニ閥シテ，今日最モ重量キ アナヒ Jレハ Lexer
氏ノ説ナリ．余ノ、 Erb(1933）挫ェ Borda.sch(1940）ニ倣ヒ，黄色葡萄賦球菌ニ封スル家兎骨髄
ノ試験管内殺菌性ノ年齢ニ依Jレ差異タ検セルニ，幼若例ハ成熟例ニ比シ劣弱ナルテミタワ．且
ヅ之ト同時ニ血清殺菌カラ比較セJレユ，同様幼若ニ弱キテミ世 1). ：：欠デ加熱（58。c30分間）ニ
依Jレ影響テ検セ ）t..結果，本質験ニ於テ費現セル殻菌性ノ、血清ノjミI、，骨髄自身ノ保有スル特有
ナル殺菌性トニ基クモノナJレテ知リ，究デ「トロト ラストJ，「ベンツ寸ール」ヲ fワクチン」尭疫
前島置家兎骨髄ニ就キ検査セ JL結果，育髄自身ノ殺菌性ハ恐iラクパ主トマシテ骨髄ノ網欣織内被
ー細胞機能ユ由Jレモノナラン事テ知 V リ．

血行性化膿性骨髄炎ノ幼少年者ユ好殺スル原因トシテ，本質職ニ於ア建明セラ vタル脅髄設
菌性ノJ幼若ノモノニ弱キ事モ亦， Lexer等ノ唱フル背髄内血管装置桂ニ分布朕態ノ年齢ニ依Jレ
差異ト共ユ重要ナル因子テナスモノト思・t世ス．

8.外科的偏染症ノ議後ニ閥スル臨跡的主主エ賓験的研究

長崎腸科大接調外科教室九二 賀 喬

演者ノ、血行内移入細菌ノ運命ニ開スル貨店金的肝完平於テ，肝及ピ腎ヨリノ菌排他ガ極j テ少
ク．其多クノ、臓器特ニ肝，牌，骨髄等ノ網版織内被細胞系ユ構取撲滅セラル、モノナルコトテ
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知リ，其機能ノ消長テ「ヴ1：； ミン」C代謝ノ見地ヨリ臨抹的誼ニ賞験的ニ検索シテ凡ソ衣ノ畑

キ結果テ得タリ．

念性及ピ慢性化膿症60数例ニツキ V.C員荷試験（Ralli,Elaine, Frie~mann u. Kaslow 

法jト網状織内被細胞系機能検査（Adler-Reimann法）トテ比較セルニ，雨肴ノ、略1互ニ蛇行シ

且ツ症賦ノ曜版ト共ユ漸次正常ニ復蹄セワ．向重症者；エlアリチハ障碍度が外科的結核例テ遁カ

ニ凌駕シ，殆ンド悪性雇蕩例ニ類スJレモノアワキ．

動物ニ V.C敏之金飼育，四盤化炭素投奥，稿血，蘭毒素j文復注射等テ行プ時ハ，何vモ副I

腎，肝， JJキ，骨髄等ノ v~c ガ箸シク減少シ，抵抗ハ減弱シ，商移入後 12-24時間テ経過ス

ルモ向多数ノ菌-n・臓器内ニ説明セラ νタワ．反之菌注入ノ前或ハ後；よ連繍v.cテ投奥シタル

そノニ於テノ、臓器ノ V.C量ハ正常ヨリモ却ツテ精力日シ，臓器内抑留ノ菌ノ：蓮カニ消滅シ，抵

抗モ著シク増強セラJレ、チ認、メタリ．

9.急性外科的疾患ニ於ケル菌血症j臨跡的結ニ細菌皐的碗究

済生合芝病院外科盤形外科孫 昌 －~集

従来腿毒症ニハ 1名菌血症ノ名稽ガアリ，血行中ニ菌ノ存夜ガ其ノ主因ノ如ク云ノ、レタガ余

ハ昭和15年3月ヨリ昭和18年 1月迄漕生舎芝病院外科入院中ノ所謂膿毒症ノ患者ニアラザル

筋炎，蜂案織炎，膿胸，骨髄炎，開節炎等急性化膿性疾患73例ニ就テ血液培養子行ツタガ其

ノ中27例卸チ 38.3%ニ於ア菌陽性デアツタ． 而シテ是等陽性例ニ就テ臨休的観察そ細菌感的

検索特ニ所調原病竃ト思ノ、レル局所及ピ血液ヨワ得タル細菌iトノ病原性ニ就テ調査セ Jレニ究ノ

如キ結論ニ達シタ；

1. 年少者程菌血症ノ誼明"}J.容易デアル．

2. 高年者ニ於テハ菌血症ハ橡後不良デアル．

3. 蘭血症ノ際ハ必ズシモ高熱テ畿スルトノ、限ラナイ‘

・4. 分雛菌ノ、溶血性連蹟朕球菌，繰色性連噴；出球菌，肺炎隻球菌，葡萄欣球菌，大腸菌等ナ

Jレ｛モ，最モ多4ノハ葡萄Jl犬球菌デアル．

5. 血液ヨリ分離セル菌ト局所ヨリ分離セJレ閑種菌トノ間ニ小質験動物ニ封;I..｝レ病原性ノ、特

‘別ノ差異テ認、メ難メ 1.

以上ノ諸勲ユ就テ報告セ ントス．

10. 「ズルフォンアミドJ酷化型ノ毒性ト抗微生物作用＝就テ

大阪帝岡大型密接部岩永外科数室坊間冨．士夫

余ノ、濁自ノ方法ニ依リ「：A'；レフ，ミ ン」経口投興家兎尿中ヨ 9酷化型「ズ」剤ヲ結晶性ュ遜隊シ

J 得タリ．

該結品ハ其ノ形態，溶融貼（212°），挫ビ ニ化壊定量上ノ所見ヨリ合成酷化型ニー致シ且ツ

Klein及ピ Harrisノ獲タ ＇；レモノ（1938）ι モ一致ス．

本物質ノ毒性挫ニ抗徴生物性ニ開スル比較検査ノ結果テ参グレバ凡ソ次ノ如シ．

1. 宥性：二十日鼠致死量・エ依Jレ毒力試験ノ成績へ酷化型；毎lf5瓦，遊雛型傍証5瓦，ニ

シテ雨者ノ間ニ毒性上ノ優劣テ認メズ．，

2. 溶解度： Jfll清＊ノ溶解度ニ醐シテ酷化型．ト遊離型トノ間ニハ 1：？ノ比率テ認ム．

3. 排池：難溶性ナJレ暗化型ト易溶性ナJレ遜唯ズJレフ γ ミン」トノ、車位時間内尿路排出量ι
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J 於テ差異テ示サズ．

以上ノ所見ヨリ酷化ナルモノハ一面吸牧抑制，他面排出促進ノ意味ニ於テ一定ノ解毒機事事ニ

醐~スルモノ、畑シ．

4. 抗徴生物作用：（f）遊離型ハ工ζ之氏無蛋白培地上ノグルト主主氏蘭増殖ニ封シ抑制的

ユ作用スルモ酷化型ハ然ラズ．（ロ）猿「マラリア」（Plasmodium inui var. cyclopis）ニ針シテ

・稽化型ハ血中原品数ラ減少セシムル動ニ於テ遜縦型ユ匹敵ス．

11. 「ズルフォンアミド」剤ノ局所使用ニ閥スル臨跡的研究

附 Tズルフォンアミド！期l簡易微量定性反ビ定量法

高天 成
同仁合東京唇院外科令．チ義本

張徳華

「ズ」郵a")J·~種ノ炎症性疾患ュ卓枚アルコトハ既ニ認、メラ νテヰルガ，「ズJ剤ノ局所使用ニ開

スル研究ハ向齢、1.

余等ノ、化膿性疾患．博染創l，火傷，下腿潰蕩，放線航蘭症，急性轟垂炎，念性腹膜炎其ノ他

ノ手術窟］ニ封シ，、滅菌「ズ」剤（粉末或ノ、静液）デ局所＝使用シタ．

皮内，肉芽別，償蕩，皮下，筋屠，’骨髄腔，腹腔等ノ部位ニ夫々「ズJ郵jテ使用シ，該「ズJ郵j

ノ血中移行及ピ、原中排地等ユ就テ東大津田氏法及ピ其ノ簡易獲法ニ基4テ定量テ行ヒ且ツ臨休

的経温及ピ細菌消失賦態等テ観察シタ．

局所使用部位ユヨヅテ，「ズ」剤ノ吸4欠航態")J.呉ル．局所ニ存在セル高濃度ノ 「ズ」脅lガ其ノ深

逮作用ト共ニ細菌ノ愛育テ抑制シ得Jレノミナラズ叉逮ニ血中濃度テ高メ得Jレ利賭がア Jレ．而

シテ「ズ」剤ノ尿中排准ハ個性ニヨツテ異リ，叉腎臓機能障碍時ニハ遅延スル．

「ズ」殉］が輯内叉ハ病竃品於テ有技量迄ニ蓬シテヰJレカ叉尿中弓如何ナル分量ニ於テ排准サ v

テヰJレカト言フコトテ知Jレコトハ治療上及ピ副作用務防上必要デアル．之＝鑑ミテ津田氏ユヨ．

ツテ合成サレタ 1一（{3・Diathylaminoathylamino)-Naphthalinテ用ヒテ一般臨林家が直ゲ利

用シ得ル簡易ナル「ズ」郵l徴量定性及ピ定量法ニ就テ遁ペル．

12.動脈性衝撃注射療法

千葉密科大接瀬尾外科瀬尾貞信
中山恒明

動脈内ニ即時的ニ或Jレ築液ヲ其ノ極量ニ従ツアl大量注射スJレ方法品ヨル療法テ云フ．静脈内

1主射テ一般療法トセパ此ノ方法ハ局所的衝撃療法ニ相常ス，勿論第二攻ニハ又一般康注トナJv,

此ノ方法ニヨ Jレ遁慮症トシア外科的結核（関節，脊椎等）ニハ濃厚沃暫テ用ヒ念性淋帝！生閥節

炎ニハ「ズJvフ受ンアミフド」郵j，念性及ピ慢性「ロイマチ ス」性関節炎ニハ徹曹期l其ノ他種々ノ外

科的箆痛性疾患ニノ？濃厚葡萄糖液テ用フ，旦ツ凡テノ薬液三モ註射時濃厚箱葡鱗液テ添加7、；

是等ユ閥ス Jレ臨休搾韓ノ成績ニ就テ謹プ．

l!J. 筋炎ノ病理組綾畢的観察

！卒袋聯合基督病院外科張村起日

筋炎ノ病理組織壊的観察ノ研究業績テ観Jレニ多少ハ筋’僻住ノ慶化ユ就テ詳細ニ論ず，間質ニ

於ナル血管ノ鑓化．一細胞浸潤殊ニ細胞ノ種類ユ就テ油意シテ記載セルモ f少シ．余ハ賓験的

．「ア VJレギーJ'I生筋炎 1・入鴨筋炎トノ間ニ組織務的ユ如何ナル差異叉ノ、類似黙アリヤテ窺ハント

←一一 9一一一 、、



欲シ殊ーユ浸潤細胞Y種類ヨリ観察シ柳カ興味ア ）レ成績テ得タザ．横査材料ハ病歴ヨリ観テ筋炎・

獲生後1週日目ヨリ 2ナ月経過セ ）v＂筋炎15例十ワ．間賞品漫潤セル細胞ノ種類ハ小固形細

胞，分葉賦細胞，「エ才ジン」曙好細施，結締織細胞等ニシテ 其他戎例ニ於テハE大細胞テ認

メタリ．之等細胞ノ出現ハ筋炎ノ手術迄ノ摂過時間ト開係テ有シ， 1週間島ノモ Yハ多岐白血

球，固形細胞ニ「ヱオグン」曙好絢rnaガ多ク浸潤シ，時間ノ事腎晶ト共ニ「エ才ジ ン」幡好細胞ノ出現

ノ、漸次減少スル傾向アリテ結締織細胞精力fl久．ヵ、ル現象ノ、質験的「ア、レJレギ』」性筋炎ユ於テ

モ観ラ Jレ、本・ユシテ，筋炎ノ：急性期ニ「エオジン」幡好細胞ノ多数浸潤セラル・事ノ、ソノ機輔ニ

就テ設明ス Jレコト困難ナルモ人韓筋炎ト質職的「アレルギー」性筋炎トノ問ュ類似スル勤ナリ．

H. 炎症性疾患ニ友ポス Shwartzman漉液j影響

福 田 保
東京帝［弱火星科寄与E部分院外科坂本局域

宕月賢

1) 坂本ハ各種ノ細繭ニヨル貸験的家兎急性淋巴腺炎ニ於テ， Shwartzman描液ノ微量注射

が，大量注射並ニ封照ニ兆九炎症ニ針シテ抑制的影響テ及ボス1テ認メタ．依テ之テ臨休上慮

周シ，原雪量病竃ハ全治父ハ軽快セ Jレ毛，炎症ガi株巴腺ノミナラズ，大部分ェ於テハソ／周閣ニ

迄披及シ，周閤炎テ起シテ居ル念性淋巴腺炎ノ患者ニ，該捕液ノ微量テi主射セJレニ，炎症症脱

J進行テ阻止スル傾向ア1レテ認メタ．

2) .岩月ハ Apitzl貨験タ憤張シ，賞験的家兎全身感染ユ於テ．該描液ノ大量注射ノ、，ソ

ノ鰹温テ増悪セシメ，家兎.／大多数ノ、膿血症テ超シテ短特日内ニ艶死スルニ反ジ，徴量1主射ノ、

・家兎テシテ艶死テ尭レシメ司或ノ、ソノ生存期間ノ延長スルテ誌メタ．且徴量注射ヲ行ヒシ家兎

ハ封照ニ比シ，流血中／細菌挫ニ各！臓機内残存生菌ノ消失速カナ Jレチ認メ，従ツテ敗血症性疾

患ニ封シ臨林上膝周ノ償｛直rJレ事．テ知ヅタ．

lf!.関節＝於ケル主主立1巳Z主主反慮メ賓験的研究（第 I報）

一…燦慮義塾大謬後接部外科教室深谷藤一

近時開節疾患ニ封シテ「ア νルギーJ躍的肝究jJ.盛ユ寅施セラレツ、アルjJ.，余ノ、同様ニ細菌

泌液ニヲ Jレ賓験的研究テ行ヒ，之ユシュヲル三三f反腐テ試ミタ．

寛醸ニ用ヒタ蘭種ノ、大腸菌（Coli・Comm.unis及ピB.Metacoli）「チフスJ菌，赤痢菌u.n型及

ピ大原菌），溶血性連鎖欣球繭（I,ll型），練色性連鎖朕球菌，結核菌（人型菌｝，淋菌，肺炎費建

蘭等デアルガ，描液ノ作製pヱー就テハ「シュワルツマシ」皮腐反感ヲ行ヒ，陽性成績テ得タ描液テ周l

k タ．倫結核菌，淋菌，肺炎饗球蘭等ノ知キ皮！樽j支店建不明瞭ナ Jレ描液ユ於テノ、組織接的所見ニ

基キ賞轍チ準j 九
賓職方法トシテノ、一般ニ家兎膝開節テ屈曲位トナシ外下ヲケヨリ繊毛部ユ準備注射テ行ヒ，後

起注射ノ、準備注射後約24時間ニ耳静脈注射ニ操ツテ行ツタ．後起注射後約24時間ニシテ屠

（殺シ之テ検シタルユ，各商ニ於テ夫々吹ノ如キ成績テ得タ．

大腸菌，赤痢菌，殊ニ大原菌，溶血性連鎖；l:R球菌民線色性連筒状球菌ニ於テノ、肉眼的ユモ組

一織接的ニモ比較的著明ナル「シA ワルツマ ン」様現象テ呈シ，殊ニ組織接的F ハ血栓形成，出血

白血球壊死等jJ.関節嚢壁ニ認メラレタ jJ・,／特ニ繊毛部ニー近ク之等ノ所見ガ明ニ認メラlνタ．但

シ上記ノ所見ハ関節嚢ニ近キ部分ニ於テモ散見シタ．従来所謂「ロ i＂？チス」性関節炎ト栴セラ

レテヰタ闘節疾患中品ハ類似ノ級生椛温テ辿リシモ JモTFレ十ラント推定スル．

一一一 10－一一



第 1日午後

16. 特設性脱痘患者J血液寒性撰集反醸ユ就テ

本 名 文 任
京城骨子閥大接密接部本名外科教室 J渡建正義

我教室ニ於グJレ特骨性脆直三開ス :JI-研究ノ一部トシテ渡濯ハ閑患者ノ血液寒佐凝集反感チシ

ラペタ．其方法ハ昨年本舎ニ於テ隈部"/J＂遁ペタ如ク採血ヨリ血球「エムルジオン」ラ加へル迄ノ P

凡テノ操作テ温度 40。C；漁度略~ 100%ノ恒tU!~室内斗於テ周到ナ注意ノ下ニ行ツ タノデアル．． 、
其ノ成績ハ脆痘患者29例ニ就キ，寒性凝集反感｛直、 64俗；！f6例， 128傍"/J・.12例， 2561存ガ

7例， 512傍jJ"3例， 1024傍ガ1例ニテ，大韓其ノ値ノ高キコトヌfワカル．斯カル患者戸肝臓

製剤テ皮下注射スルト，寒性凝集反感値ガ著明ナJレ降下手示シ，然モ降下セル値ハ短期間ニ月

奮｛直ニ復スルコトガナ＂.倫ホ此関係ハ寒ェ封スル低抗カ ノ個人的差異 f問題ド針照考察スレ

バー屠興味深キモノデアル．

17. 朝鮮湾~~I島エ於ケル「71 ラリア」症j 統計的調査

妹尾 泌ー，
京減骨子閣大事担聖母書官E松弁外科教室 1平 井 正 人

呉刺錨’

穂州島ニ於ナル地方病性象皮病ノ、ソノ；東南海岸ノ精 R小地域ニ限局スト言ハJレ．該地域部落

民約1000名ニ就キテノ調査成績吹ノ如シ．

ー 1) 夜間血液検査全人員971名中258名卸チ 26.β%ニ「フィラリア」仔議テ控明セリ，部落別

ニハ最低3.0%，最高 33.8%.年齢別ニハ既ニ 6-10歳ニテ 32.93注ノ；最高率ニ蓮シ，弦後年齢‘

ト共＝陽性率ハ上ラズ，事ロ低下ノ傾向テ示ス．

2) 本地方「フ 4 ラサア」仔君主ノ徴細構造ハ目下検索中ナルモ，今日 マ デノ所見ー ヨレバ

Bankroft氏仔晶トハ異Jレモノナリ．詳細判明ノ上報告テ期ス．

3) 症賦ハ専ラ四肢象皮病（下腿・足都テ普通 I<＇＇＂前陣・手部亦少カラズ）ニシテ，外性器ノ

ソvテ認メズ．叉陰嚢水腫？筑摩尿等テ認メズ．象皮病程度ハ一般ニ重カラズ．

4) 象皮病患者ユ於タル仔晶腸性率ハ 1.4%ニ温ギズ．象皮病程患寧ハ部落ニヨリ 1.5乃至
8.3%ニシテ概ネ夫々ノ仔轟陽性率ニ卒行セワ．

・ 5) Dirofilaria imm.itisノ食堕水拙出液テ以テセル皮内注射反感テ全員ェ試ミタリ．非流粁

q 地ノ封照（93名）ニ於ナJレ反嬢程度以上ヲ暢性トシタJレユ，仔晶湯牲者ニテ1私6弘仔晶陰桂

者ニテ 32.4%，.象皮病患者ニテ 69.4%ノ反旗腸性率テ示セリ．同陽性率ノ、．一般ニ年齢ノ増加

ト共ニ昇進ス．

18.蔓海高砂族z於ケル痛風症ニ就テー熱地原住民ノ痛風症

華北帝凶大接密感官E河石外科教室佐々木頼卒

痛風症ハ本邦ニ於テ（稀ニシテ牽糟ニ於テモ稀有テルモノト考へラレタルモ河石教授及余J、

蔓脅高砂族二於テ風土病叉ノ、種族病ト考へラ νJレ位多数ノ痛風患者テ袋見シ，之内熱欄穆

舎：三報告シ雑誌熱帯瞳壊第1巷第2披ニ記述スJレ慮アリ タリ． ，

其ノ後引摘キ患者テ』＆容シ今日迄17名ニツ f：ア臨休観察チ行ブ、ト共ニ尿酸代謝，肝腎機能，

積物神経機能，噴質代謝， 基礎代謝等テ検シ高砂族ニ於ク：Jレ痛風病ノ：本憩テフレント試ミタ’

ー－ 11一一一



舷ニ今日迄得タゾレ成績テ報告セント え

19.北京二於ケル外科的疾患I統計的観察

勝 屡 弘 辰
凋立北京大暴露墜院外科教室c. IJJ 田政信つ

唱和14年（中望書民園28年） 1月ヲリ l昭和17年（民闇3i年）12月ニ歪Jレ過去4ナ年間ニ［剖立

寸b京大嬰習撃院附届腎院外科A於テ診療tセJレ患者線数20201名（内、日本人184.6名）テ基礎トシ

テ統計的観察テ試ミ以テ日支人ノ外科的疾患ユ封スル寝病頻！をノ業異ニ言及セントス．

20，乾燥血液ノ批判エ醸7

京都府立寄科大撃望月外科教室木 口直

乾燥血液ハ最初ノ輩表（昭和10年．日本外科整合綿脊〉ヨリ Si年ニナル． ソノ間，内外ノ

肇者ユヨツテ敷種ノ批判テ公ニザレ失日が中ニハソノマ、黙認シ難イ毛 Yモ＇Y >v •. 私ハ之等ノ批
判ニ燦へ，併セテ乾燥血液ノ使用的1買値ニ就テ遁ペテミダ-f1、思フ．

21.戟傷治療上持家注意ヲ要スベキ事項エ就テ

I 一般的事項 Il 各部戟傷
出月“三婦、
高浦剛七良i
瀧川ーーさを

隣軍軍密接校軍隊外科教’室長E村一雄
鳥島田英夫
堀 逸 郎4

徳岡三郎i

ぅ今次支部事蟹及大東亜戦字、ニ際シ第一線技ニ後方陸軍病院ニ於テJ得タル経験ヨ明戦傷治療上ー
繍・来注意改揮チ要Iスベキ事項テ一般的事境此ニ各部職傷ニ分チ簡遁セ ントス：

会 22.末梢神経移植雄三縫合ニ際シ行へル包鞘法ニ就テl

名古屋帝岡大撃密接部桐原外科教室室地忠雄 ！ 
山政敏’

末柚神樫ニ封幻レ包鞠法ニ就イ’テハ，既ニ幾多ノ業績アリテ，之 Vニ周プ知物質を極メテ種々
＼ ，  

〉雑多ナリ．然レドモ其ノ｛質（直肱ニ包鞘i勿質ノ撰揮ニ開シテパ向定説ナキモノ、如シ．

余等へ fi;.坐骨神経三同種新鮮神経移槌及ピ、縫合チチシ，種々ナ膜様物質卸チ動脈管壁，静脈

管壁，無癒著膜（Nonarlha回 ionmembtan）腹膜，勝脱壁，鱗状目旨出片，筋膜， TプムJ膜円セ

ロフ F ンj等テ用ヒテ，包鞘テ行ヒー’包鞠働質ノ態度蛇ニ再当日神経繊維ノ獄況ι 就七組織号旦

的検索テ施行シテ悉欠観察テ行ヘリ．

~n チ之等ノ質験ヨ’h 動脈管墜及ピ静脈管唆ハ何ジモ周圏組織及ピ神経外崎ト．ノ癒著殆ンド
無ク，紡錘状神智腫ノ形成ナク，旬、管室聖ノ組織化モ亦徐々ニ準行ス．依ワテ包帯陶質；トシテ最遁

ナ3レテ品i{Jメタリ．

I白究ニ動勘l生嘆様物質タ Jv.，無癒著膜シ腹膜勝脱樫及ピ脂'J1j片ノ、念漣ニ組織化サ v，異物的存、

夜タル事ハ無ク，開園組織トノ癒箸僅少ナJレモ，紳理外鞠トノ癒著Jアリ1サv,i-・絞据／恐νナ

グ，包鞠l勿質ト『シテ用フ Jレニ足3レ．最後ニ「プム江膜，「セロファiシ」等ノ、周園組織品封スル刺戟

強キ鵠カ，雨端当リ侵入スル結締織ノ増殖高度ユシテ絞据ノ恐νアリ.Jiツ組織化ハ全ク見

7：.筋！漢モ之レユ酷似ス．依ツテ包鞘物質トシテ不適雷テリト考ヘラ Jレ．

宿題報告 1

低温ト生韓 ・ ' 報告者柳 u・ －・（北海道帝大）

J. 
一一一 12一一一



第 2日＇( 4月2日．金曜日）

開曾 ‘午前8時 30分

演 す説

23. 肝臓外科ノ基礎的研究（第一報）

肝臓ノ機能的左右異同性三関スル賓験的軒究

九州l帝岡大感甥務官&::i宝山外科教室小林信雄

肝臓ノ外科的侵聾テ加フルニ常リ 臨時セシムル原因ハ誠ニ多方面ニ亙yレjJ.余等ハ先グ肝臓／

機能的左右異同性．肝葉切除ノ限界ユ潤スル疑義及ピ手術時或ハ術後J大出血等テ参グ之等r

里占子就キ聯ヵ所見テ~ペ ン トス．
i寅者A 肝内血管及1::・腸管ノ終路ヨグ機能ニ基キ肝臓チ左布南葉ニ分類セン トYテ犬及ぜ家兎

ノ肝内血管及ピ腸管ノ；著色「セゾレロ f トコ腐蝕標本ト遺影剤j注入後J「V ントグシ」撮影ト ニヨリ

検索セシニ肝嫌賊靭帯ニヨル分ナ方ヨリモGallenblasen-cavalinieユヨル分類が合理的ナル事

テ立詮セリ．

究ニ肝臓ノ機能的左右異同性ニ開スル研究ノーツト シテ家兎ニ就キ左手提火ノ、右葉ノ門服枝，

動脈枝及ピ腸管テ一次的ニ結紫後政種ノ肝機能検査テ行ヒ シニ「:Jlラクトーセ。」静脈内員荷試験

及ピ尿「アゾルr、Js J反感4・於テ左葉結数時ガ：右禁結紫時ヨリモ肝機能障碍大ナルコト テ認、メ

，タザ．

24.門静脈周園淋巴腺腫大ニヨル臨株症朕ニ就テ

京都帝聞大接敏感部外科教室石野琢 二 郎

我々ハ臨休上原因不明ノ獲作性調力部痔痛ノ患者ユ於テ，手術ニヨリ，他ノ臓器ニ何等認ム

可キ盤整化ナクシテ，阿静脈周闇淋巴腺群ユ種々チ Jレ慶化ノアルコドテ認メ， 之レザヨ欠ノ2ヅナ

大別シタ．

第1ハ車純性淋巴腺炎ノ像テ呈シ，非特殊性腸間膜ハ淋巴腺炎ニ類スペキモ／ 症賦トシテ

パ量産作性1季肋部癖痛デアリ．多ク背部ニ放散シ悪心， o；吐，軽度ノ後熱アリ，念性時臓炎ド

類似ノ症欣テ呈スル1l，局所ニノ、腰痛アルノミデ，抵抗，硬結，腹膜炎症欣，尿中「ヂアスタ

ーゼj 増加ナグ，白血球培多モ著明デナ -i. ヵ、 Jレ穿痛手聖作ノ、 2-3・H間期繁ニ繰リ返スト多

少ノ：場合自然ニ情退シ， 1週乃至1ナ月或ハソレ目上ノ間隅テ置4テ繰リ返久モノ デアル．淋

巴腺腫脹ノ原因ト シう士ハ未ダ不明ノ黙が7Jレヵ・，慢性議垂炎，便秘，下痢等ノ滑化管／異常讃

酵等モ考へラル．

第2ハ感染性炎症性淋巴腺腫大デアリ，攻／ 3ツノ段階ニ匝別ス.1）季肋部ニ濁立セJレ炎症

性硬結テ形成メ.）レモ人 2）更ニ化膿ノ賦憩ニアルモ人 3）以上ノ病慶ガ特ニ十二指腸，腸管

1附近ニ生ジタ場合デアツテ．脆管テ脹迫九 ｝股i-1・菅洋骨テ衆シ，更ニ臆嚢炎テ誘量産セル場合デア

.＞ル．之等ハ多クハ慢性乃至念性晶垂炎ユ起因シi淋巴行性ニ門静脈周囲淋巴腺炎テ招来セルモ

‘ノデア -.y7＇季肋部疹痛ハ比較的持繍性デアルヵ・後作性ノ場合ガ多ク，右背部ニ放散 シヲ恋

心．曜日1：後熱，腹膜刺戟症朕強ク，白血球増多モ著シイ．之等ハ原号菱電，盆垂切除，晶垂周闇膿

宙研ノ排険ニ依ツテ屡ピ症朕ガ全クi宵j昆スルコトモア Jレヵ・， 局所ぺ切除ヲ必要ト スル場合モ アル

街例外トジテ門静脈周園淋巴腺ノ非炎症性腫大（肉腫）ニヨ Jレモ亦臆嚢炎チ悲起スル事費カ ヲ

牒嚢炎ハ腸管ノ狭窄ノミ ニヨツテ誘餐サ V得JL，モノデアルコト テ知ツ タ．

、－
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お．蔓漕エ方ケル熱帯性肝膿癌ノ治療法エ就テ

華北骨子岡大！｝~書官接昔日深田外科教室’徐 傍 輿

昭和9汗6月ヨリ同 17年暮7 デ津田外科ニ入院治療テ施シタ肝臓膿鼠患者54例 1中，臆石

症ヨリ摘袋シタ号 I 9例，晶垂炎ニ因Jレモノ 1例テ除Iナバ他ノ 44~1ハ所調熱帯性肝膨語デア

Jレー

温帯地方ニ見ラレル晶垂炎及臆石症等ニ繍褒スJレ細菌性肝膿窃ノ治寮法ニ就テハ既ニ周知／

所デアJレjJ＂熱帯地方ニ於テJレ主トシテ赤痢下アメーパ」ニ因ル所調然帯｜生膿蕩ノ治療方法ユ開シ

テノ、文献ニ依 νパ池域的批ニ諸家ユヨリ甚グ祖濯がア Jレ• .WI］～バ北阿アルダ z リ一地方デハ膿

蕩肱ノーモ欠的閉鎖ヲ推賞シテIヰJレニ封シ，填及， シqャ地方ニ於テハ大切開法テ遣問・伊太利

ニ於テノ、経腹控切開法テ好ミ，印度ユ於タJレ英奇襲i民ノ、主トシテ反覆穿刺吸引スJレ方法テ採ツヲ

，ヰルヌf責日キデア Jレ．

余等ノ治療方法ハ輩ユ穿刺吸引及ピ仁ヱメチン」授輿ノミデハ＆・、スーシモ良結果テ期待ス）＼；；コト

ガ出来ズ原則的ニハ膿寝ノ切開誘導テ以テ第L一義的魔置トスル． コ~.黒占ノ、ヰヒイ弗印ニ於ナ Jレ P.

Huard et Meyer May氏ノ1唱フル方法ト合致シグ居リ氏等ノ症例モ塞糟ユ於ナル津田外科／

症例ュ似テ混合感染例"}J・.甚グ多4ノデアル．

演者ノ、特ニ膿蕩切開法挫ニ治療方針ニ就テ述べントス．

26.謄石生成原因トシテノ障欝素

大阪大野病院大野良輔
三好駕

臆石生成原因ラ説ク土Eノ多クハ細菌嘩染ニ量産ス Yレ;:e;.ノニシテ陣酵素性化穆的立場カラ研究シ

タ人世界ニ殆チシ．菩〆キハ 1但‘名ノ臆石臆嚢炎臆汁テ寅験シ吹ノ成績テ得タ．

( 1) 醇酵素性臆痩炎ノ原因ニヅキ立置をシタカラ牒百テ誘量産ス Jレコトハ常然考ヘラ νJレ

( 2) 毛穴ィデ化接的非細菌性脂石生成テ立謹ス Jレタザ 34家兎硫黄食ニヨル臆百生成賞轍ニ♂

於テ・33%ニ成功シタ

(3) 向勝酵素性臆ii・ pHハ下降シテ臆石生成ニ好都合デアル

( 4 >" 更ニ脆石症 I、陣酵素性臆石謄嚢炎ノ「ヒヨーJレ」酸，及ヒイデプ才キシヒヨーJレJ酸トノ閥

係テ己8名（ツキ精査シタ

臆道疾患ニ ヂツテハ「ヒ」酸及ピぐん酸ハ共ニ下降殊ニ臆石ニヂツ予ハ最著明デアJレ．

量産作期ノ「ヒ」酸封「ず」酸ノ比率ハ問敬明ノ夫ヨリィ、ュジテ臆石生成主好都合デアル．

「ヒ」酸及ピ「デJ酸ノ、細菌性ノ；場合ハ勿論下降スルガ陣酵素性ニアツテモヨ男低下テ来シテ膝

行生成ニ重大7・1レk引l条件テ提供スルモノデアJレ． ．更ユ醇酵素細請協同性ノ；場合A 「ヒ」酸封「デJ

酸ノ比率1封1.2ト言フ接近シタ牢ニ下降シテj蹄石キ成ニ一段ノ拍車テカアル モノ .r認、メラ

Jレ、．

以上際酵素ハ軍濁叉ハ細菌ト協同シテ臆遁疾患テ起シ「ヒ」酸及ヒイデ」酸ニ燈調テ来シ臓i十錘

化トナリ！措汁管滞沈著カラ脆石生成ュ準ミ得Jレモ人ト思惟セラル．

27.慢性「マラリ7」牌腫ll-主主立氏「アドレナリンJ静脈微量注射療法

主主エ療後ノ牌臓ノ病理畢的饗化ニ就テ
藤永宗昭塾~t帝国大慰留接部外科教室 印＊生；

、
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本症ノ手術的療法品開シ我教室ニテ昭和13年以衆既ニ 54例1軒轍アリ．慨ネ良好ナル結果

テ懇グ来タレ 9.今般更ニ手術康法ノ比較封照トシテ近年頓品推賞サレツ、アJレZ氏療法テ十

数例ニ試ミタ Jレニ諸家ノ報告ニ見Jレガ「如キ卓妓テ見ズ．以テ本軍療法＝f.tシ示唆スル所プリ．

我々ノ］観察ハ打診及欄診ニテ得ラレタ〉レ牌腫表面積テ「プラニメーター」ニア寅測シ以テ牌腫ノ

消長テ見失リ．猶牌縮小著シカラザル例ニ更ニ刻牌テ施シ牌臓ノ病理錘化ニ及ポス三氏療法ノ

影響テ検査セリ．症例中最大牌腫ハ910cmヨ最小187cm2ニシテ治療ニ依ル最大縮小傘ノ、.45%

最小縮小率ハ 13%ナり n 牌縮小ハ必ズシ壬注射同教ニ並行セズ注射140同二及プモ著殻ラ見

サマレ例アリ，一般ニ躍病寵キ新鮮ナ Jレ牌腫，硬度低キ小ナJレ牌腫程妓果アリ，貧血，制R珠沈、

降蓮度殆ド全例ニ於テ軽度ニ好韓テ認、メ．反之鴨重ノ、大多数例ニ於テ減少テポセリ； .f 7..ドv

ナリン」ニ封ス Jレ感度及血眼ハ治療三俊リ著鐙テ見ズ．血清赤司反声ハ治療ニ依リ陽性度減弱

乃至陰性化スJレモノ 7Jレ毛不盤ノモ／アリ． 、「アドレナリン」翠濁注射-WlJハ勿論「パク♂ノン」併用

例ニアぞ冶康中乃至剃牌後ニ「7 ラリア」熱量産及原品テ誘出セルモノ約学教例ニ及プ．向注射F

副作用ハ患者ゴハ往々犠へ難キモノアリ．

28.急性腹膜炎ノー衣的閉鎖療法ノ成績

東京帝凶大事昏岐部大槻外科教室．石 川，幸雄

演者ノ、官表題ニエ就テ先ニ雪量表セル所アリシ ：！l其後症例テ加ヘタリ．郎チ晶垂炎性強膜炎ニシ

テ一次的閉鎖療法テ施行セルモノ 99例ニ蓬セリ．之テ開放的療法95,.WIJト比較セル結果， 一－次

的閉鎖療法ハ遁廠テ充分考慮、セバ危般ナキノミナラズ~f.ロヨリヨキ成績テ招来ス Jレモノナ II r 

忠、it.セラ Jレ． ．， 

29. 胃腸ニ於ケル所謂消化性潰蕩ノ成因ニ閥スル寅験的研究

＼， 
九州制大時軒B~ 最長雪

潰蕩切除標本ノ組試準的研克ニ際シ，粘膜被在上皮ニ壊死即腐蝕テ認メずJレ爵ん本症（胃

十二指腸，挫ニ術後室腸潰蕩）テ以テ，消化性疾患ト見倣ス事ι反封シテ来タノデァρ':/J.，然

シ稼テ胃液ノ意義テ解決スJレ鼠ユハ，盟酸，，.炎衝ト云フ意味デ，原因的意義テ有スJレモ Jデア

ルカ否カト云フ動テ迄明ニスル必要テ認メ， 各種濃度ノ臨酸テ犬胃内ι ノ、注入シ，手術ニ依り

胃・政分泌第二相テ冗遜セシメJ倫小胃ニ空腸テ吻合シ，以ア胃腸ニ生ジタ Jレ潰務テ組織製的ニ

検討シ，瞳酸ノ意義ニ闘シ，新シキ控目ス可キ所見テ得タ Fデ之予報ジ， f特ユ組織撃的ノ確説．

’標本テ供覧シタ 4ト恩フ．

30，胃癌510例ノ手術成績

大阪大野病院布留文ナ

大野病院ニ於テハ大正13年ヨリ昭和17年末7 デニ胃癌手術例ノ線数ハ：10例デアツ九’此

I 内胃切除可能ナリシモノノ、 309例デ死亡50例，胃腸吻合術テ行ヅタモノハ 110例デ死亡 20

例，胃躍術テ行ツタモノノ、is例デ死亡3例，箪ニ試験開腹ニ終ツタモノハ78例デアツタ．

卸チ胃切除可能率ハ 60.6%デ切除直接死亡率ハ 16.2%デアJレ．

此ノ切除率ト死亡率トノ関係テ自大正13年至昭和8年，白昭和9年至同13年，自昭和14年
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歪悶17年ノ前期，中期，後期ニ分ナテ観Jレト l前期ずノ、手術総数79例中切除数.44例，死亡激

16例卸チ切除率ハ 55.75'0デ死亡率ノ、 36.4ガデ7JI;.中期デハ手術縮数163例中切除数110例，

死亡数10例11!Pチ切除王手ハ67.4%デ死亡率ノ、 9.1%.デア Jレ．後期デハ手術綿数268例市切除数

J:fi5例，死亡数24例卸チ切除率ノ、57.8%デ死亡率ハ 15.4%デアル．

余等ハ切除可能範闇テ出来Jレダナ庚クトリヅ、モ~死亡率ノ低下ノl、努メッ、アJレモ F デアル
ガ「，後期ノ成績ノ精τ低下シテヰルノハ戦時下種々ノ影響テ多分ニ受ナテヰルタメデハプル

ガ，今日向手術ノ時機テ失シ切除不可能ナルモノ叉複雑手術例／多数ニ有スルノハ奨品遺憾デ

アル．更ニ遠隔成績及剃出標本ノ病理組織製的所見ユ就テモ遁.，..－：： Jレ務定デ,71l.

:n.胃全剥出術エ就テ

財凶法人？良好f先曾附勝以型経病院外科梶 谷 鐘

胃癌12症例ニ於テ I'"記ノ一定術式ニヨリ胃全射出術テ施行シ， 11例デ治癒セシメタザ．而

シテ本手術後ノ反膝乃至ハ患者ノ苦痛ノ程度ト普通ノ胃切除術ノ場合ノソレトハ著明ナJレ淫庭

テ示サズ．胃全別出術ハ胃癌ノ治療ニ際シ遁際ニ膝ジテ準ンデ施行サJLdlfギ有意義ニシテ且ツ

甚シキ・危険テ伴ハザル手術ナルコトテ確認、ス．

使用セル手術々式ノ、夜ノ如シ．脊髄廠癖．腹壁ノ切開ハ上腹部正中i切開ι止メ，.・..肝左葉テ横

隔膜ヨリ遜維シテ右ヌ］"1-・排除シ，噴門部ノ手術操作テ容易ナラシム．射出手術ノ可能ナルテ確

／タ Jレ後，先ヅ胃タ十一二十鯨ヨi リ切離シ，全胃チ遊離不毛欠ニ空腸テソソ趨始部ヨリ約~o糎下
方ニ於テ切離シ，食道トノ吻合ι使用サJレ百Jキ宰腸虹門側断端ヨリ約40糎下方ニ腸々吻合テ... 
施シ， Y字賦空腸蹄係ラ作Jレ．・然1レ後全胃テ射出シ．後横行結腸食道室腸端々吻合テ行フ，3

(Roux ノ胃切除例ニ類似ス）．街手術後ノ策委補給ノタ メ杢腸癒テ作リ，左横隔膜下ニ誘導テ

行ヲ．

手術後療法ノ、一般胃切除術ニ準ズJレモ，食物ノ経口的投奥ハ術後10日頃ヨリ徐々ユ開始ス．

32，ニ三ノ複雑ナル胃及ビ腸癌根治手街々式詑ニ直接結ニ永績治巌成績

＝就イテ

金漂密科大泉久留外科主主室久 l留 勝

陣臓，横行結腸等ノ切除テ必要トシタ胃癌根治手術，精嚢，頼護腺，子宮，腔，勝脱壁，ィ、。

揖等ノ同時切除（剃出）テ必要トシタ直腸癌根治手術例テ綿括シ， コレラ手術ノ直接死亡率タ減

少セシムルニ必要ナル術式上ノ注意テ遁ベソノi直接挫ニ遠隔手術成績テ殺表シ，コレラ複雑

手術例中ニ稀ナラズ，永繍治癒例ノ見出サJレ、事ヨリ，思性J電蕩ノ治療ニ際シテハ根治ニ全力

子傾注スペキテ説ク．

-:13. 全身麻酔時ニ於ケル脳電気圏ニ就テ

東北骨子l咽大手持密接部栓外科教室 長谷川 十一郎
演者ハ諸種築費~.：：・ヨ Jレ全身麻酔時ユ於ナ Jν目前電気固テ観察シ特ュ a浪ノ振幅， 振一助教JJ.出現

度予計測シタJレニ深麻酔期デハ「エーア Jレ」，「クロロフ方JレムJ－＂＇α波 ノ消失乃至減少，「エピ、パ

y ナトりウムJ－＂、著明ノ増大テ来 7・テ見タ ＇）.郎テ前三者ノ、大脳皮質人後者パ目歯幹品作用大

一一一 16一一一一



-｝レモノデ Jレ空知ル．

ど叉号証陀1期ユ於テハ他ノ各種梁淘lノ小量投奥デ麻1斡ユ陥ラサ’Fレ場合ト同様犬晴皮質ニ作用スル

繋担割lデハ α波ノ増大，脳幹ニ作用ス Jレモノデハ α波ノ減少テ見タワJ
更ニ演者ハ深蹴僻期ニ於テハ手術力P何等臓i度ニ毘響チ及ボサ .－・？レテ見，父全身廟酔時l、自然i

幌眠時ノ臓電気岡子比較シ二三ノ興味ア Jレ賞験テ試ミジ千セリ．

!M. 勝及頭蓋手術時二於ケル糖、頚動脈一時的結紫エヨル出血節約法エ就

テノ賓験的及ビ臨床的研究

名古屋帝I判大槻密接昔R~藤外科教室篠原政雄

脳及頭蓋手術時ニ於テハ他部手術ニ比シ著シク出l但ニ富ムモノ ι シテ頭蓋内手術ニ際シテ

ハ容易ニ 500乃主1500括ノ出血ア 9，余ハ之ガ出血節約ノ揺綿頭動脈テ「ゴム」帯ユ司リー時

的ニ結数シ行フ法ニ就キ明党セリ．

会 先ヅ犬テ使HJ シ頭部脳動mf(結数ガ大脳皮質ユ奥フ Jレ；；（~響，結紫部動脈ニ奥フル損傷ノ度，開
頭毛術時ニ於ナル出血節約ノ度及大脳動静脈出血時間歩測定セ 1レニ衣ノ結果テ得タリ．

1. 脳部J脈拍・紫ニヨリ大脳皮質肺野細胞ハ比較的早期ニ軽度ナル鑓化テ来スモ，結紫除去ユ

ヨリ漸時正常ニ復ス，準行性ノ壊死像ハ見ラレズ．

2. 「コ’ム」帯ニヨルー時的結数法ニ於テソ、動脈ニ奥フル損傷 J＇）主ハ極メテ経徴ニシテ， H客来

l 血栓形成ノ！真vナシ．

3. 開頭時出血量ハ片側綿頚動脈結紫ニヨリ 64%ニ，両側線頚動脈結数ニヨリ 45%ニ減ズ．

4. 脳血管出血時間ハ特ニ動脈ニ於ア著シク短縮セラル．

次 1.デ脳虚窃ー，廟摘等ノ脂手術例26例ニ就テ手術側組頭J[)1Jl)[一時的結紫ノ下ニ手術ラ行、ヒ

I 其 11探品於グJレ出血々量テ比色法ニヨリ測定セル与最低210括，最高1172詫i卒均 489詫ナ

且術中及術後ヲj垣ジ綿頚動脈一時的結紫ニヨル直接障碍ト認メ占ル、芦賦テ見ズ．

35. 覗榊極支支部症候ユ就テ

大阪帝聞大接密接昔日岩永外科教室竹 林 弘一井語早、苗

著者等ノ、親神経交え部症候テ具備スJレ36例 ノ患者ラ取扱ツタ経験テ報告ス．中 10例ハ重症

7型デ手術不能， 5例ハ手術テ担ミ・’残Jレ温例ニ開頭術テ施行シ得久 、

ー ‘ ／求心性親野狭窄....12~1\ 
1）覗紳経交叉部側膜炎誼~.岡部駒肱膜嚢腫失 明・・・ l~iJ 

蜘妹膜炎型症例ニ於テ晶体診断ト手術時或ハ剖検時所見トハ一致シ難1.、克毛大多数ノ蜘妹

膜炎性嚢撞例ハ脳腫蕩ノ主症候テ示シタガ時トシテ之二反スJレモノモアツタ．此ノ症例中温学

教ハ手術ニヨリ治癒叉ノ、軽快シ タガ2-3ノ例デハ殆ンド妓果ガナカツタ．

、

2）視神経腰質母細胞腫（求心性硯野狭窄・・・・ 3例）

8例ト号悉ク硯紳経交叉部蜘昧膜炎ニ於ク＇＂＇ト同様ニ求心性硯野狭窄テ誌メ 3・手術ノ他ニ

「レ」線治療テ施ス可キヂγyレ．但シ其ノ中1例ニ就テハ観察時期尚ホ浅4タメ決定的子、見透シ

;flツナ離仁

3）脳下垂鴨池・帳場（南側失明・ ・・ ・4例）
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綿テ重篤ナ症例デア ）I/， 唯I-Wlfι於テ多少ノ手術的破来テ認、メタ. 2-3ノ例デハパリノー

氏症候ヤ石灰化像テ著明ニ認・－－＂－ ~. 

4）購下垂樟腺腫（次明日JJ・・ 1例，中心暗黙・・・・ 1例）

1例ハ自］検ニヨリ始〆テ診断サレ，他ノ 1例デノ、特有ナ中心＂ i’動，性的障碍誼ニ水代謝ノ、障

碍テ認メタ． ' 

5）脳膜腫（偏側性失明・・・・ 2-!Yll，閑側性牢盲症・・・・1伊I），求心性幌艶狭容....1例）

3例ユ於テ手術ヲ施行シ其ノ 1側ノi規），障碍テ多少快復セシメ得久．

6）星形細胞腫（求心性親野狭，：￥・・・・l例） 』

剖倹ノ結果，小脳星形制II胞腫ナル臨休診断ヲ更ニ確〆得タ．

7）髄質兵a幽霊蕩（求心性覗野狭容2・・・1伊ii)

後頭部侵入・小脳議部腫蕩ハJlh!:弱性ノタメ部分的ニ随去シタ．術後覗グJ僅ニ快復シタ -p• 注目

白鬼籍ニ入Jレ．

8）動脈鮒（右失明世ニ限験下垂・・・・ 1例j

総顕動脈テ上q』賦動脈ノi直下プ結緊シ好成績テ得企．

9）、脳j忌脳膜炎（撤毒性）（火明・・・ .i '111）；腫必康法．無熱． 、

10）勝縛移痛（右失明・・・・＇119の
右顧顕廻轄部扇乙j三上皮細胞鮪（剖倹）

11）.頭蓋挫傷（求心性市見野狭’容..＇・ 2例j’

i 訊験的穿孔術ニヨリ完全治癒．

12；先天性晴形（失明・・ぃ、4例1

． 

各例ト主手術或ノ噛j倹所見ι ヨリ終板或ハ Lamin耳、re1>rooptfcaノ先天的ノ快如テ確認シ

タ．以上大韓ニ於テ硯神極交父部症1犬ノ培法シタ症例ニ封シテρ常ニ的確ナ酵部j的診断テドス

事ハ望メナイ．

36~ 脳下重健移植エ依Jレ麟下垂瞳性高蓮症ノ治療エ就テ
京書官府立鎗科大壁横倒外科滋室横田 浩杏

杉下弐車JS

現今， H歯下垂瞳1生繭痩症ノ治康トシア， H歯下垂？？豊前淀「ホ Jレモン」注射， r1 Yズリジ」肥酔，禁

法7性「ホルそり投奥等ガ「11-ノ、 νテヰjレ．長期ニ亙Jレ，ヵ、 Jレ！.!l&置ノ殻呆ナカリシ症例ニ．我

ノーハ憤ノ脳下垂韓移紘テ行ヒ，好結果テ得ッ、ア Jレノ デ，報告スル．

』生後初月ノ牝ノ酌・手術室戸室ニ於テ出血死ニ船ラシメi ユ其ノ悩下垂骨豊テ無底的ニ

剃出シ，患者ノ後腹膜腔h 移航シタ．

施術以来現花迄約3月間ノJ観奈ニ彼 νパ，鰻重増Dト約.51ifニシテ胃腸症状’樫快シ，食欲場進

テ示シアヰJレ．街主観的ニ気分爽快トナリ． ソノi樽盤著シキモノガアル．

文献ニ依レ，，.，・崎ノ脳下垂韓テ目指下垂瞳性崩痩症患者ニ移倣シタノノ、，べJレゲマン及ピザウ

三三と三よレ，，フ其他ニ依Jレ数例／報告アルニ温ギズ． 、手元副ニ於テ行，ツタノハ我々が最初デアル．

r叉彼等パ大網膜，星島丸，或ノ、腹壁筋居内等ニ移依セ Jレ毛，我々ハ，腹膜外恋路子依Jレ後臨膜腔

移値ノ方法tJ・x藍カニ優レテヰJレ号ノト信ズJレ．

37.艦創．踏膿蕩ノ治療エ闘スル責験的碗究

東京帝岡大柴密接部大槻外科数室高木忠信

一一18一一一



外傷性脳損傷，脳膿蕩ノ外科的治療ニ際シ，感染ガ蜘時膜下肢ニ擁ガル事テ未然ニ防ク事

ハ重要ナ事デアル．

余ハ動物質験（犬）ーヨリ此ノ蔓延防禦法ニ就テ碗究シタ．卸チ硬脳膜ト軟脳膜トノ癒著換言

スレパ蜘昧膜下肢ノ閉鎖テ起セパ， ソ／目的テ蓬シ得ベキテ以テ．之ヂ早期ニ．且ツ確質ニ起

スニハ，如何ナJレ方法jfヨイカテ考慮シ，硬脳膜下手筋肉片ラ描入スル方法，「ヨードフ方Jレム

ガーゼ、」播入法，焼灼法等テ行ヒ， コレラテ比較研牢シタ結果，筋肉描入法ガ優ツテル事テ謹

シ，且ツ局所ノ賦態テ組織撃的ニ槍査シタ．倫ホコノ方法テ用ヒタ外傷性開放性脳損傷ノ一治

験例テ~パツレ．
' , 

第 2日ー午後

38. 外傷性脳癒痕＝基ク癒滴エ劃スル癒擾切除ノ敷呆

京都帝岡大筆書寄撃部外科達先室漢野芳登

過重3ナ年間ニ我々ノ：取扱ツタ擁摘症例ノ中デ，ツノ病歴，臨休誼ニ手術所見ニヨツテ外傷

性後雪量性廟摘症デア Jレコトテハヅキリト確カメ得タ患者 7~1］＝就テ脳癒痕切除手術ノ遠隔成績

テ述べ、；！＇.－：.

t例中， 4例ハ前頭部外傷， 2例ハ頭頂部外傷， 1伊jノ、側頭部貫通銃創例デアツテ‘何レモ

受傷局所ユ開放性乃至閉鎖性ノ陪浸骨折テ蒙れ受傷後約2ナ月乃主 J2年ニシテ意識消失テ

伴フ全身性ノ産車重量作テ来シデヰタモ ノデアJレ．各例ニ於テ外傷部テ中心トシテ康ク関頭術テ ．

行ヒH歯蔽痕ノ切除テ行ヅタ．

術後現夜迄（3年以内）ノJ観察期間ニ於テハ廟摘袋作ノ：全ク泊、失シテキJレモノ 1例，雪量作同教

／著減シタモノ 2例，僅カエー減少シタモノ 1例，術前ト同様ノ殺作テ再量産シテヰJレモ J'2.例．

畿作再量産ニヨJレ死亡 1例デアJレ． ‘ 

:l9. 前頭葉切除碕ヲ施行セル精神病者ノ轄腸ニ就イテ

石山f稿二郎
九州i帝園大串密撃部石山外科教室稿井俊一

疋田浩四郎

前頭葉切除術ノ、外科製ノ、元ヨり精紳病車心理製方面ヨリモ検討サJレベキ幾多ノ疑義テ有シテ

居Jレ．余等ノ、種々ナJレ疾患ニ試ミ β本手術中，弦ニ精神分裂症テ主トセル鮒病患者21例（精1

紳分裂症 14例，精神薄弱 3~U，麻解性痴呆症2例，擁痢性精神病 1例，精神侵質者1例）ニ就

テノ術後成績テ遁ベタ 4ト思プ．

是等ノ中精紳分裂症ノ、概ネ音量病以来3年以上テ経過セ Yレ陳奮例ニシタ従来唱へラレタ Jレ冶療

法 子以テシテハ快復ノ見込ミナキ症例ダアル．以上ノ中，右側前頭葉切除16例，南側前頭葉

切除5例デアJレガ観察期間1サ年2ク月ヨリ 1ナ月牟迄ノ症例ニツ fテ云へバ．

rE絶症減退3例，同消失1例，感情刺戟性減退3例，同消失8例，妄想、消失3例，幻聴様、失

1例，陰部露出症消失1例トナれ患者取扱上甚ダ困難テ費ユJレ著明症賦ノ減退シラ従！願可親

性トナリ，殊ニ 27歳ノ精l申分裂症ノ男子ハ完全寛解シテ相官頭脳ノ臨使テ要スル事務ニ従業

可能トナレJレテ経験シ，且ツ察病以前ノ知能ニ比シテ艶化ナ ク， 叉人格上ニモ拳グバキ。扶陥ナ

キ事テ認メ．少クト モ難治ノ且ツ取扱上甚ダ困難ナル精神病者ニハ用フペキ方法ナリト考，へ聯

カ遁プJレ所アラント敏ス．
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4:0.集質＝雪量化ヲ反ポス踏手術ニ就テ

中田’瑞穂
新潟梼科大感外科敏室板井佐衣郎

1白木奨一郎

精神病ニ封ス Yレ臓手術トシテ既ニ敵米ι 於テ賞施セラレツ、 ）＇. ）レ前頭葉白質切被術（frontal

loboto'Tly or •leucotomy）ノ他，菩々 Y 嘗ア報；告セシコト γJレー側或山南側前頭葉切除手術及
ピ勝腿輯切識が「屡1気質一一事寅気質ト限定スJレコ Fノ、安官デナ 4ガ「簡単ェ詑明シ難4問題ナ

Fヂ儒リユ気質ト云ツテ置クーーニ多少ドモ影響斗及＞｝＜・ス事1＇.！＇.）えピソレガ理由ユ閥シテ考察

シ。且ツコレ等手術ィ遁膳ニ就テモ偶レア見合 i.

4: r.脳麓蕩J外科的経緯

中 i 田瑞穂
新潟聖書科大市外科教室 一問中・憲

設話迄吾々ノ外科的ユ取扱ヒタ Jレ各種目歯腫蕩（所調脳協腫街千合1~ ）約 100 伊lj三就テ続候，診
断．病理，治療等ニ開スル綜合的報告テ行フ．

4：！.胸部交感神経節内酒精注射方法．其ノ意義雄エ実レガ生程二反ボス

ニ．三j饗i七ニ就テ

ill'i洲密科大手｝~Zf'山外科教室天瀬文載

轟ニ余ハ交感神経節内酒精注射ノ的否判定ニミ三二f氏沃度般紛法ニ依Jレ綾掃観察ヵ・最毛有

意義ナJレ事テ毅表セ＇；レガ「， 、本法ニff(ザ其ノ的否午Jj定ど分類シ其ノ各々ノ注射時計測｛宜 チー比較 。

被討セルニ，成人ノ肋骨神経節距維卸チ注射針ノ肋骨ユ刺突シテヨリ静鰹節附近ニ濯スJレ迄ノ

，長サハ的中群ユアリテハ殆ンド線テノ；場合ニ 3糎以上ナ Jレユ反シ，非的中群ニアリテハ夫！レ以

下テ 9；斯カル所以テ考究シ阻テ注射方法テ少シク改メ行ヲー歪リア J、世射ノ的中率ハ殆ム

ド10J%トナレリ．術後ノ費汗及ピ皮！荷温ヨリ観Jレユ，交感神経機能癒縄JI犬惣ノ持繍モ年齢＝

亙Jレモノ砂カラズ，而モ本法ニ依リ一旦麿絶セラレタル紳経機能，F峡復中ニ再度同一操作予行

ヒ再ピ皮！荷（且ノ上昇テ認メタリ. @Pチ本法ノ、其ノ殻果ノ、確賓ニシテ而モ遁宮 Y時期ニ容易ニ同

一操作テ繰リ返シ得，而モ夫 νニヨ ，1;-1'1} ヒ母校力チ表ハシ以テ其ノ持繍期間チ延長セシムヨレ事 ~J

能ナリ．

向ホ本法賓施鋒ノ i血液像，基礎新陳代謝1 努汗等ノ一般盤化ノ ~~j晶及ピ寒冷， iii(J,熱理境ノ！塵
イヒュ伴フ皮膚ii:!蛇ピニ皮下温度ノ態度ニ就テ言及セ ントス．

4:3. 内臓実感神経切除術j慮用

名古屋赤十字病院外経’旧代勝洲

余ハ昨年 43岡本曾ニ於テ内臓神経ノ腎機能ニ非Zドス影響チ報告子シ腎漆・痛症反射性$~尿ニ同
紳経切除 ノ；著殻チ示スコトテ遁べ反射性無尿ェ封7、Jレ質験的研究テ合セ報伝シタ．間報告ι ョ

リ内臓交感紳限切除ノ、内臓諸器'i＇＼ニ究ノ 8ヅノ影響テ奥フルコトテ臨林上位ニ質強的ユ明カー

スルヨトガ出来タ. 11mチ

’I l ）’血管蹟j長及ぜ諸京lj戟ニヨル反射的血管準縮ノtj:t，鱈．従ツテ血！被降下斗来シ諸刺戟ι3

Jレ血Ii在／動揺ノ緩和及ピ諸君器官ノ｝幾能克；盤

(2) 腸管ノ嬬動克準

( 3,) 内臓諸君器’A・／察備前痛ノ解除
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， 之等ノ影響テ利肘シ余ノ、衣ノ諸疾患ニ於テ本手術テ行ヒ／好成績テ得タノ デ報告スル．

本態性高！眠症，。慢性便秘， l[i，年跨f語症，勝脱結核／勝脱痛其他／痔浦，反射性無尿症等デ7

• ｝レ．本態性高眠症ニ就テへ腰麻ニヨ 1レ血眼下降ト本手術後1血眼下降トテ，ノ、ィネスデラウ

三氏冷水試験法ニヨリ比較シ興味ア Yレ結果テ得タ．

究手術前後ノ.n'll鹿獲動ト腎機能トノi納係子研究シ，腎機能ノ手術後充準スル例ニ於テ著明ニ、

血睦ノ下降テ認メタ.＇

叉余J行へJレ手術法及ピ其ノ：主眼駐ニ就ア謹ペル．

4:4:.受感神経切除術ノ致果的考察

清水椋一郎
大阪帝倒大接密取昔ll小稼外科教室 二仁 田 賀 l 昭

友田英見

小海外科教室ニ於テ特量産性脱痘，所調下腿債務ノ貴日キ難治Ji責務，父ノ、極メテ高度チJレ凍傷、

等ニ封シテ施行シタル交感神経切除ノ殻果ーニ就キ考察 シ， j特ニ満洲ニ於タJレ凍傷ニ針7、.JI.>晩期

療法トシテノ交感紳経切除術へ初期療法トシテノ四肢高察法，浴治法，赤外線照射法，諸種

軟膏療法，凍傷部位切開法等 1・共ニ極〆テ卓越セJレ治療的枝果テ！有スルト共ニ，臨林的ニ幾多

ソ興味アJレ事貰テ包戴シ且ツ本震後生息上ニ闘シテ毛亦一定ノ示唆テ奥フ JレモノナJレヤニ就キ

、建d，ントス． ‘

45.消化器系統ノ機能的疾患＝樹スル交感神鰹外科

大連豊富院大津外科大 標 達
本領域ノ諸疾患ニ封スル従来ノ外科的治療法ハ専ラ形態、的ι終始シタ観'Ji.アル'Ji.，其ノ成績

必ズシモ良好ナラザJレハ周知ノ如クデア Jレ．著者，， G事件ニ於芳ノ、獣年来是等ノ疾患テ機能外科

的ム治療セ ン‘トシテ賓験テ櫨繍シテ居Fレガ，話時特1震性食道擁張症ニ針シテ頭綱交感神経節切

除術テ行ヒ，叉高度ノ胃下垂症及ピ結腸ノ移動下垂症ニシテ内科的r 冶癒極メテ困難チJレモ 1

4封シテ，上腰部交感神経節賦索切除術テ施シ顕著ナJレ妓呆テ奉グんコトガ出来タ. @'pチ量産病

年テ経タ高度ノ特震性食通擁J長症ノ、術後1年4ナ月ノ長期観察ニど於テ著明ノ治癒テ見， X線的

ニモ噴門部ノ食餌通過容易トテレJレコトテ明カニシタ．又60飴例／移動性富島，.s字賦結腸

、過長症或ハ横行結腸下垂症挫ユ是等合併症ニシテ腹痛，便秘，下痢等テ訴へ，如何チJL治療法

＼モ無妓ナリシそノガ，著者ノ手術方法ニヨリ根治的ユ治癒シタ.gpチ術後4ナ月乃至2年ノ］観

察ニ於7".症賦ノ消失ノミナラズ， X線的ユモ内容ノ遁過促準シテ居Jレコト 'jJ.龍明サ νテ居ル．

是等ノ症例中胃下垂高度ナルモノ 10例ニ於テ胃膨満感等ノ症賦モ消失シ， w下垂胃ノ著シク参

上セラレタコトラX線的ニ誼明シタノデ7Jレ．

向ホ著者ノ臨休ニ於ナJレ家兎ノ寅験ニヨ vパ結島ノ幌動ノ、腰部交感t神経節欣索切除後著明／

促準ガ静明サ ν且ツ永繍的ナルコト 'jJ.長期観察ニヨリ置明サ νテ居ル．

宿題報告 2

胸部交感神経J：外科 報告者戸 回
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第 3日（4:月3日土曜日）

開曾午前8時30分

演説

4:6.外科的腎疾患エ於ケル腎内動脈j態度

東北帝園大主要密接部武藤外科教室・阿部正 明
近藤弘

腎結核其他外科的腎疾患ニ於ナJレ腎内動脈ノ態度テ腎内動脈玄線事異ヨリ師究セ‘ント企固セ

先ヅ腎内動脈X線正常像ノ知識テ獲得スルタメニ，剖検ヨリ得タ Jレ健腎47個ニ就キ腎動服

ヌリ鉛丹加「セ Jレロ 4ド」注入， X線第其撮影，該腎テ濃盟酸とユテ腐蝕シ芳血管「セルロ fド」標

本テ製作，之等テ比較封照セリ．衣ニ射出病腎ュテハ射出直後腎動脈ヨリ鉛丹，「テレピン」油

温和液控入， X線哀呉撮影，同案奨像ト該病腎ノ病理解剖接的所見トテ比較検討量 ij.検索病

腎数ノ、現花腎結核80，腎水腫5，腎腫蕩6其他ナリ．

健腎＝テハ腎賓質内動脈，卸チ葉間動脈，弓形動脈，小葉間動脈ノ走行型及ピ之等ノ腎錐瞳

ニ封スル関係ノ、略 E一様ナルテ知νリ．

腎結核ニテ興味ア yレハ乾酪宰洞型ユ於ナル所見ナ．リ．空洞ハ多クノ場合腎錐鰭ユ見ラル、テ

以テ腎桂テ走行スJレ葉間動脈ハ病竃ノ！繋迫テ蒙リ延長セラ ν且ツ狭小トナリ，弓形動脈モ外方 d

lーニ塵迫延長テ来シ相共ニ弧賦テチシテ宰澗テ園緯ス．常該弓形動脈ノ分枝ナル1J、葉間動脈ハ減

；小短縮ス．所謂乾酷空洞末期型ニ於テノ、之等動脈系Y前言E病慶ハ一層著明トチリ金動胴系ハ粗

影トナル．備ホ皮質結核結節ノ部分二於テハ弓形動脈，小葉間動服ノ、減少ス．腎水腫並ニ膿腎

腫ニ於テJ、葉間動脈ハ著明ナル走行韓位及ピ延長テ示シ，イL葉間動脈ハ消滅ス．腎腫傷ノ！竪迫

テ蒙yレ腎資質部ニ於テハ葉間動脈及ピ大ナJレ分枝ノ、倫ホ腫蕩ノ！藍迫ニ抵抗テ走シ，蛇行延長セ

ル像テ示7、モ，弓形動脈以下ハ減少乃歪消失ス．

¥ 4:7・バセド空氏病ノ手術遠隔成績ヨリミタル臨株懐ト組織懐

別府野口病院野口棋人

昭和7年ヨリ昭和14年ニ至Jレ8年間ニ於ナルパセドウ氏病手術患者約1400名中遠隔成績ノ

調査可能ナリシ約700名ユツキ，臨休所見特ニ眼症賦．脈槽歎，・血！竪，瓦斯新陳代謝測定ユヨ

ル症賦ノ軽重ノi程度ト摘出甲賦腺腫ノ組織豊島的所見ニヨル増殖度トノ比較研究ニヨザ衣ノ結論

テ得タリ；

1. 眼症賦ハ軽快セ Jレモ眼球突出ノミノV冶癒シ難シ，特ユ陳蕎性ノ毛ノニ著シ．

2. 脈博敏，血匪姐ニ瓦斯新陳代謝｛直ハ正常範圏内ニ復ス．

3. 摘出甲賦腺腫ノ組織接的所見ニヨ ル増殖度ハ臨休所見ニヨル病症ノ軽重ト略1並行ス．

-4. 遠隔成績ノ、手術時ノ残存甲賊腺量ノ多寡ユヨリ影響セラル、鹿多ク，臨林所見及ピ組織

増殖度ニヨリ残存量テ遁雷ニ濯プテ可トス．

~8. バセドウ氏病荷後反廉ハ基礎代謝率雄二血液沃度量卜関係アリヤ

丸田会雄
東北骨子園大穆需主各部桂外科教室 瀬 田 孝

木村政
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基礎代謝率及ぜ血液沃度量11・己主主互氏病ト密接ナル関係アルハ周知ノ；事質ナルモ，本疾患

ユ特有ナル術後~a霊式f如何チ Jレ原因ニヨツテ起Jレカ不明ナル現欣ニ於テ之等11·如何ナル役割テ

演ズルモノナJレカテ知ラントシテ，術後反感最モ顕著ナル時期テ中心トシテ基礎代謝君事世ニ血

液沃度量テ測定シテ衣ノ結論ラ得タ．

ぺ二空工Z氏病，甲賦腺中毒症ノミテラズ車純性中賦腺腫~ピ非甲朕腺疾患ニ於テモ，術後ノ、
基礎代謝著［tl多少ニ不拘上昇スJレガ其上昇度ハ必ズシモパセドウ民病ニ特ニ頴著トノ、言ヒ雛

ク．従ツテ基礎代謝ノ〉本疾患ノ：術後反慮ニ封シテ関奥セ Jレ鹿極メテ少1.

ベセ＿＿£2_氏病入院時ニ於テハ全沃度量並ニ有機沃度量ノ、明カニ増加的手術直前ノ全沃度量

ノ、入院時ギ比シテ更ニ著シク増加スJレガ有機沃度量ハ大部分ニ於テ減少シ，術後反膝著シイ時

期ニ於テハ金沃度量ハ殆ンド常ユ手術直前ニ比シ減少シ同時ニ有機沃度量モ大部分ニ於テ多少

減少シチ居yレ．卸チ血液中ノ ltlM犬眼「ホルモンJ11・如何ナル形ノモノカ叉コノ「ホJレモン」ト沃度

トド戸程度迄関係アルカノ、別問題トシテ，少クトぞ沃度殊ニ有機沃度ニ開スル限リニ於テ〆、本

疾患ノ；術後反慮ト密接ナJレ閥係ハ認J ラVナL

49. 乳腺ノ汗腺系腫蕩ニ就イテ

金津署科大星野久留外科教室久 留 勝
河崎外美雄

慢性嚢腫性字L腺症ト字L癌トノ密接ナル関係ユ就4テハ先般久留ガ本含デープ般ノ注意テ喚起シ

タ所デアJレ河口コノ問題テ更ニ他ノ方面カラ検討シ， ソノ重要性テ強調シ度-1.慢性嚢腫性乳

腺症ニハ，屡 1淡色上皮(biasseEpithelien）カラ被覆セラレタ嚢腫ヵー見ラ νJレヌt, コノ上皮ノ、

種々／貼デ「アボクザン」型汗腺ト類似ノ所見テ示ス事ユ於4テ，殊ニ興味11＂探1.而シテ慢性

嚢腫性筑腺症及ピ乳癌ノ字L腺多数｝テ精査スJレト． コノ；上皮カラ出来タ筑鳴腫，腺腫，嚢腺腫テ

誼明スJレ事ガ困難デナ -1Jデアツテ，コ vラノモノヨリ悪性慶化ラ示シダモ／ト考へラレル癌

腫モ少クナイ Jデア Jレz今コレラノ腫蕩ノ各種テ供賢シ， ｜ソノ組識墜的特性ニ開 シ論及スル．

60. 縦隔賓腫痩＝闘スル貴験的碗究

岡山昏科大接三宅外科教室和 田 準

演者ハ家兎テ用ヒテ加藤系肉腫テ縦隔賓ニ移植シ，ソノ畿育及ピ輯移牒憩ニヅキ検討シ，泊

ホ該腫蕩ノ費育各時期ユ於テ呼吸，血歴，胸廓運動， EKGテ検討セリ．依ヅテソ F成績ユ就

テソノ診臨的知見ニ就テ論遁セ ントス．

51.再ビ胸圏結緩症ニ就テ

京都帝園大泉寄筆部外科教室竹 内 信

我々ハ昨年ノ本舎ニ於テ胸園結核症ノ膿蕩全射出法テ提唱シ，．本症ノ本態ハ胸壁淋巴管系 j

結核ト解スベキコトテ遁ペタ fデアルヌT，ツノ後ノ手術的経験テ綜合シテ．肋膜炎後ノ両肋膜

癒著組織ニ新生シタ淋巴管テ介シテ肺結核病竃カラノ淋巴行性感染ニ依Jレモノハ主トシテ前胸

壁上部円肋膜炎浸出液中結核菌或ハ腹腔ノ結核起因ス Jレ噂 J・／、主トシテ鉾胸壁下部ニ苦量生久

Jレコトケ明ラカニシ得タ．

7タ一方従来ノ教室症例テ調査シアモ務期ノ如ク本症ノ、側胸骨線附近ト側背下部品多雪量シ

テ．股寵部附~及ピ後胸壁上部ニハ本症ノ費生が観ラレナカツタ．之 vハ木原教授ノ下ニ於ク

( Jレ榎本氏ノl肝究室日チ字L線ヨリ腰高線附近・手至Jレ第1乃至第5肋間ノ胸膜下淋巴ノ、主トシテ膜寵
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腺ニ1主ギ，第 I，第2後肋間淋巴管ノ、鎖骨上智或ハt~~·気管淋巴腺ユ註グト云フ事費ニlヨヅテア
ノ一部テ説明シ得Jレモ ／デアル．叉第3肋間以下ノ後肋間淋巴管ニハ後肋間琳巴腺及ヒ、、脊惟前 ，

淋巴腺ガ存tf ス Jレカラ，之等ノ結核そ後生シテ宜 L カ ）t .＇ペキデア.／t-·~· 事買手先々 ハ側脊椎~性膿
場ノ：手術治験例ニ依リ従来脊椎「1リエス」ニ依Jレ流注膿務ト課マ ラレテ居タ斯カJレ疾患／存在

手立霊シタ． ソシテ之ニ封 シテモ徹底的根治手術 4 行フペキデアルコト テ主j長スルモ スデア

JL・ 

’坊．結核性腹膜炎開腹術後三於ケル結核菌原ノ意義

i 京都帝聞大祭寄与担部外科教室鬼 束 惨哉’

結核性膿胸及ビ、結核性腹膜炎患者ユシテ．術前，悩尿生殖語系統子病錘ナキテ確メラ ν且ツ

培養的ニ尿中三結核蔚 ノ；存在テ謹l現サ νザリシ8症例ニ於テ，開胸戎ハ開躍術後，逐目的ニ尿

、後査テ行ん其5’例ニ於テ尿 ノ強力主童心ニ依ザ願微鏡的ニ結核商ノ一定期間中出現戸Jレザ見タ

結核性腹膜炎ノ；斯ル3例ニ就ア述プレバ，該菌ノ、術後24時間以内ニ僅カニ現ハv，一旦常

失シタJレ後， ’6日乃至10日開ヨリ著明ニ出現シ7日乃至 15日間持繍シテ建ユ消失ス．而シテ

斯カ j~J.〆、韓蹄凡テ良好テリキ． 之ニ封シ該菌ノ出現・テ見グリシ 2伊lエ於テノ、，治標的開腹術
ノ、核兵主甚ダ少キ！カ叉ノ、全ク無殻ナPキ． ., ' 一 品 一
興蹄良好デん症例ユ於Jテ，結稼菌が願徴鏡的ニ種明サル 、程大量ニ尿中ι 排出サル、事賞 ‘

ハ．結核性腹膜炎ノ治療機輔タ Jレヤ，箪ニ該菌ノ吸牧ト破却トJl稿者ノミニ非ズシテ，韓外排医長

が亦重要説サJレベキテ示スペク，叉，臨林的ニノ、，該商1追及ニ依リ，稼後判定ノー根操ト，

更ニ7 タ再手術／時期選定ノ使トテ得ラJレペシ．

53＇.頚胸部受感 i神経節切除J肺結核エ友ポス影響＝就テ

長崎膏科大祭古屋野外科教室大和田野浩一 ’

肺結核ノ外科的療法ト シテ其交感紳評ーニf.tスル手術的畠置ガ最近行ノ、yレ、 子宝ヅタガ，其基

礎的研究ハ未ダ充分デハナし肺充血ノ結核病竃ニ及ボス影響ニ就テスラ定説テ快ク現賦T.ァ

J刊のツア余ノ＼先ヅ頚胸部交感神経節切除ノ肺臓ュ：及ボス組織準的慶化テ検索シ此ノ基礎的寅

職ノ上＇.：：.，該手術ノ肺結核ニ及ボス影響テ遁求セ ントシタ．

基礎的責職ニ於テノ、，術後直ニ小血管抗ニ毛細管ノ；著シキ捜張充血テ来 シ，j',メム鵬胞壁ハ

迂曲 シテ見エJレ．併シ肺胞整細胞挫ニ間質ユハ全タ異常テ認メズ叉血液成分ノ血管外漏出ハ術

r 後ニJ、少ク，極少量ノ細胞成分ト按液千テ児＇＇：＇.＇ミ．

術後数日ニシテ毛細管誼ニ小血管ニ倫異常ノ憤？長充血テ存シ，肺胞内A 赤血球及淋巴球ノ混

在シタ浮腫液ノ；充填テ所々ニ認メ ラレJレ．気管枝ハ粘膜上皮暦己軽度ノ「カターJ九性艶化テ宅

シテヰル．之等ノE量化ハ日ト共ュ其度ラ増強シテ行クjf，術後2j[Ej頃品至レバ充血ノ、其度テ減

少シ， e肺胞内浮腫モ軽減ス，i.:;.，.－方反之肺胞樫ハ細施増瀬ノ傾向子呈スJレ子主Jレ．術後敏週ニ

シテ充血，血液漏起ド略z常態ι近ツ’クモ肺胞や吠第ニ増＊lノ度テ彊メ Jレ．-' 

弦ニ於テ，誇I手術＼日乃至童文週後ノ家兎テ肺結核エ躍也セシメv 或ヶ肺結核家兎ニ該手術テ

施シ，各々其ノ経過テ遁求スルニ成績楠E間々タルチ発レザ？ルモ封照ユ比シ好影響 テ認lム Jレ毛
ι，ユ多シ．

04-.横隔膜機能J人工的廃絶エ開ス1レ研究
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第一報横隔膜神経「クロナキシー｜ニ閲スル賓験的碗究

京都府立鷹科大事横田外科童文室’蕗村一 維

肺結核ュ封シ横隔蜘申椛捻除術ペ、織ンニ施行セヅ Jレ．絞隔膜運動’紳摂支配ニ就アへ鼠・ニー

悩脊髄神経ノミノ支配テ受ケルトスルモノ．或ノ、交感神経ト l共同作用ニヨルト唱フモノ，更

高iJ交感紳終 ノ 閥奥チ説ナ Jレそ ノアリ Iテ諸家ノ；意見一致セス~－
余ハ先ツ’t：泊E腔絶ノ研究ノ基礎トシテ，種々ナ Jレ傍件下三於ナル棋隅膜』神経ノ「クロナキシ

ー」テ測定シ，以テ横隔膜ニ分布セJレ組物紳経系統ト横隔膜興古機純 l‘F関係テ明カニセ ~ 
セリ．

其／結果，交感神経ハ横隔膜其ノモノ、興奮機碑ノ一部ニ開典セリト思惟セラ yレ、モ，其ノ

f'i\I支極メ！タ僅徴ユシテ，少クトモ頭部肢踊嘆紳泥中ニ合7 ）レ、交感紳~~i＇.ガ之ニ閥奥セ 1レモ F ト

ノ、認メ雛ク， ffiij会？感紳路ニ主リテハ全然閥典セザルモ F ト思考ザ：Jレ．

吏ニ横隔膜紳樫腰砕術及ピ間紳経内「ア ；vコーゾレ」注射ガ横隔膜主!fiEJJニ及ボ7、影響ユ就テモ貨

駿ス ｝v所ァワタ ＇｝.

55.人工集腹法ヲ併用セル横隔膜紳鰹捻除街‘

傷痕平人変知療養所今井手主若

病竃ガ主トシテ中肺野以下ニ存スル開放性肺結核患者ニ杭隔；医神経捻除術テ施行シ，然ル後

吏ニ毎週 1 同乃至2週間ニ 1 同宛500~10;0 括ノ空気テ腹腔内ニ注入シ，之ニヨワチ麻醇セル
側ノ践隔膜テー婿上昇セシム Jレ方法子昭和 16年 12月以来賓施仏・言葉症例テ 4ナ月一15月タ間 ι

テ亙リ持繍観察セル結果，横隔膜紳経捻除術トλ工気腹法 トノ併合療法ハ肺虚脱療法ノート シ

テ採用スペキ1質値ア Jレコトチ認メント 人．

卸チ寅施症例ノ＇， 12例ニ シテ 内9例ハ臨休上軽快シ，吏ニ 10{71］ノ、曙療中結核菌検鏡陰性ト

十札一 其ノ中 6~~ハ培養ニテモ陰性トナリタリ．

56. 胸廓成形事t~）反劃側肺病竃ニ反ボス影響ニ就テ

図立結核療養所村松U1~Ji誌嘉 久保 求人

胸廓成形術遜~症ノ ー・要件トシテー側肺ノ，金ク健康デァ jレコトハ望マシイ ガ，斯Jレ症f§llハ極
メテ小数ニ限ラhレテ居Jレ．故ユ胸崩：成形術ノi直感テ決定スル場合引 jメ封側肺ノ1寝患程度ガ問

題トナJレ．

村松：l青嵐荘ニ於テ胸廓成形術テ施行シタ患者中 llO例テ I-'}' ソノ「レントグン」寝具テ主十

ル資料トシテ．胸廓成形術後ニ於クル反射側肺ノ蹄趨テ遁求シ次ノ如キ知見テ得ルニ到ツタ

手術前ノ「γ ントグンi」所見上，反封側肺ニ主硬&2·』｜生ノ病襲若クノ、小範園 ノ主増殖·！~！：病箆テ認メ

タル症例／.大多数ハ，術後ニ増悪スルコドナク却ツテ緩快スルコトカ、多-i.五l..IJ｛｛範園ニー王t）レ主

増殖性J病慶テ認メタ Jレ場合ニモ，術後遁雷ナJレ療養テナサジハ更ニ準ンデ人工気胸術テ施

行スルコ l、ニヰ依リ緩快ニ趨クコトガ多ィ．術前反封側肺ニ室、洞像テ認メタルモ ノA胸崩i成形術

テ施行シタ場合ハ数例存ス1レガ，斯Jレ場合術後必ズシモ増悪ス Jレコトナク，術後ニ於ナft-・遁嘗
ナ Jレ療養或ノ、人工気胸術コ依ワ軽快ニ趨クコトガ少クナ 1. 斯ル場合争ltTiJlj ニ ~tニ人工気胸術品 ，

施行スル時ノ、吏エ安全性テ；晴）J日シ殆シド増：！＆テ見，レコトガ十 f

57.胸廓成形術後ノ胸壁動揺ニ閥スル研究

25 



闘立結核療養所村松晴嵐難方自納保之

胸廓波形術直後肋骨裁除部位ノ胸壁ハ骨性支持テ失ヅテ動揺シ，呼吸ユ際シ奇異運動テ管ム
コトテ演者ハ自家症例130例中ノ；大多数ニ於テ認、メテヰ川且ツ屡1夫レガ甚シク高度デアヅ

テ被手術者ノ、激烈チ呼吸困難ι 陥九手術死ノー原因ドナヅタト考へ得ル少数例テモ経験シテ

ヰル．演者ハ石山，横山式臨休周呼吸曲腺措事袈置テ使用シテf昭lノ胸壁呼吸運動テ測定シ究

ノ；事項テ観察シタ．

1. 健側ニ封スル患側ノ胸壁運動ノ、方向全ク相反シ且ツ同時性デアル．

2. 患側ノ吸気脚及ピ呼気脚λ共ニ健側ノ：夫レニ比シ念峻デアリ休止期ヵ・長ィ．

3. 第1肋骨乃至第4肋骨ノー吠的裁除ニ於テハ胸壁奇異呼吸運動ハ軽度デア；i.-:
4. 第5肋骨以上ニ亙リ裁除スルト屡1奇異呼吸運動＃増大スJレ．胸壁動揺ノ防止方法トシ

テ従来砂嚢ニヨルJM抵，紳創膏其他ノ繍帯ニヨル歴抵法等ガ施行セラレタγ完全トノ、言ヒ難
L 演者ノ、肺病竃部テ充分虚脱セシメルト同時ι胸壁動能テ軽減セシメル一新手術々式テ考案

．シ良好ナル成績テ得タ．

58. 胸廓成形術（Semb氏法）ノ肺結核患者ニ友ボス影響（第一報）

’宮本忍 、
傷療軍人東京療養所ノj、 野 勝

漠野友次郎
(1、） 昭和16年1月ヨリ本年1月ニ歪ル満2ク年間ニ．東京療養所ニ於テ Semb民法ニヨ

リ行ツタ胸廓成形術症例ノ、.50例デアル．塗抹標本検査ニヨリ曜夜中結核菌ノ消失テ見タノノ、
42例中40例（95.2%）ニ遠シ， ソノ内デ培養成績ノ判明シタ 26例中 22例 （84.6%)jJ.結核菌陰

性トナヅテヰル．死亡者ハ8例（16劣）デ，ソノ内誇ノ、直接死2，早期死4，晩期死2デ，生存

者ハ殆ド凡テ軽快乃至全治シ， j邑字数ガ現寝玩ニ作業可能ヂアル．

( 2) 「サ ントニ．ジ」及ピ安息香酸ノ雨員荷法ニヨリ肝機能検査ヲ行ツタ結果ニヨレパ，術前

肝機能障碍テ示シタモノハ術後凡テツノ消失テ見，術前検査成績が正常域ユアツタモノモ術後
l～2週間以内ユ術前値テ凌駕うえJレニ圭リ，ソ J内若干ノ毛ノハ肝機能ノ；著明-f.充準テ示シテヰ
凡〆．

{3) 手術品ヨ Jレ血色素及ピ、血液内有形成分（赤血球，「へ7 トクリ ットJ値） ノ：喪失ハ術後1

週間目ニ最モ著明トナルガ，其後吹第ニ快復シ， Iタ月間iニハ殆ド術前ノ賦態ニ復スルノ迂テ
ラズ， ソI内若干ノ毛ノノ、既ι術前値テ凌駕スJレニ至ツテヰJレ．

ゐ9.肺結核症ニ針スル撰揮的肺成形調ノ治療的教果ニ就テ

都築正男
東京帝国大撃密接部都築外科数室川 島健吉

木本誠二
永堀著作

余等ノ、慢性肺結核ノ開放性宰洞病竃テ閉鎖性ニ慶へヤクト積極的ニ努力スル治療術式トシテ
濯揮的肺成形術テ提唱シ既ニ6ナ年テ経タ．其閉ノ施術例62例．手術ムヨル直接死亡4例 （6.5
%）テ除イタ 58例ノ内， 40例（70%）ハ術創jJ＇癒エテ退院スル時迄子曙夜中ノ結按菌が陰性トナ
リ空洞病竃テ閉鎖性ニスル目的テパー先ヅ主主シ得タノデアJレ．

’術後2ナ年以上テ経過シタ 28例ニ就テ其遠隔成績テ調査シテ見Jレト，死亡5例．生存23例
デア アテ，生存者ノ現夜ノ健康恥態ノ、「優J14例，「良」 6例，「可」 3例デアJレ．

一一一 26ーー－



此術式ノ、肺結核治療ノ；核心トモ云フバキ空洞病竃ノ積極的撲滅へ突キ準マクト云フノデアル

カラ色々 1困難ガ伴フコトハ云フ迄モナ "1.余等ノ、治擦成績ノ向上テ期シッ、其改善ラ考究

シ，最近ニ至リ漸ク遁慮，手技，前鹿置，後療法等ム就テム定ノ方針テ樹テ得ルニ至ツタ．維

."';! 7.向後更ニ良好ナ治療殻果テ期待スJレコト.，，.出来ルト信ズル毛ノ ：デアル．

60. 心臓J「レ」線断層勤髭法ニ就テ

千葉密科大祭瀬尾外科教室
中山恒明
鈴木次郎

余等ノ；嚢ニ考案シテ肺臓運動診断ニ用ヒタル「V」線断層撮影法テ心臓ノ運動現出法品慮用セ

9.先ツマ億康心臓ノ運動航憩テ其ノ；矢賦及ピ額面方向ノ断層ニ於テ現出シタルノミナラズ更串

其ノ横僅断屠各面ユ於ナル抗轡テ毛識νリ．次ニ病的心臓ノ運動テ岡部喧及ピ同方向干於テ現

J、シ弦ニ心臓診断ュ開スル新知見テ得タリ．

牒務舎計報告主

議事

吠同開催地選定〈件

吠同舎長選馨ノ件

吠同宿題及ピ報告者選定ノ件

名審舎長，名春曾員推薦ノ件

心膿外科I

• -'t•臓タ師ヰ E

閉曾ノ酔

．ー
・- .、

第 3日 午後

報告世ニ議事

宿題報告 3

報告者

報告者

．一一割一一

榊原・亨〈岡山〉

1J、海凱夫（大阪帝大）
吉井直三郎

舎長佐藤清一郎


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100
	page101
	page102
	page103
	page104
	page105
	page106
	page107
	page108
	page109
	page110
	page111
	page112
	page113
	page114
	page115
	page116
	page117
	page118
	page119
	page120
	page121
	page122
	page123
	page124
	page125
	page126
	page127
	page128
	page129
	page130
	page131
	page132
	page133
	page134
	page135
	page136
	page137
	page138
	page139
	page140
	page141
	page142
	page143
	page144
	page145
	page146
	page147
	page148
	page149
	page150
	page151
	page152
	page153
	page154
	page155
	page156
	page157
	page158
	page159
	page160
	page161
	page162
	page163
	page164
	page165
	page166
	page167
	page168
	page169
	page170
	page171
	page172
	page173
	page174
	page175
	page176
	page177
	page178
	page179
	page180
	page181
	page182
	page183
	page184
	page185
	page186
	page187
	page188
	page189
	page190
	page191
	page192
	page193
	page194
	page195
	page196
	page197
	page198
	page199
	page200
	page201
	page202
	page203
	page204
	page205
	page206
	page207
	page208
	page209
	page210
	page211
	page212
	page213
	page214
	page215
	page216
	page217
	page218
	page219
	page220
	page221
	page222
	page223
	page224
	page225
	page226
	page227
	page228
	page229
	page230
	page231
	page232
	page233
	page234
	page235
	page236
	page237
	page238
	page239
	page240
	page241
	page242
	page243
	page244
	page245
	page246
	page247
	page248
	page249
	page250
	page251
	page252
	page253
	page254
	page255
	page256
	page257
	page258
	page259
	page260
	page261
	page262
	page263
	page264
	page265
	page266
	page267
	page268
	page269
	page270
	page271
	page272
	page273
	page274
	page275
	page276
	page277
	page278
	page279
	page280
	page281
	page282
	page283
	page284
	page285
	page286
	page287
	page288
	page289
	page290
	page291
	page292
	page293
	page294
	page295
	page296
	page297
	page298
	page299
	page300
	page301
	page302
	page303
	page304
	page305
	page306
	page307
	page308
	page309
	page310
	page311
	page312
	page313
	page314
	page315
	page316
	page317
	page318
	page319
	page320
	page321
	page322
	page323
	page324
	page325
	page326
	page327
	page328
	page329
	page330
	page331
	page332
	page333
	page334
	page335
	page336
	page337
	page338
	page339
	page340
	page341
	page342
	page343
	page344
	page345
	page346
	page347
	page348
	page349
	page350
	page351
	page352
	page353
	page354
	page355
	page356
	page357
	page358
	page359
	page360
	page361
	page362
	page363
	page364
	page365
	page366
	page367
	page368
	page369
	page370
	page371
	page372
	page373
	page374
	page375
	page376
	page377
	page378
	page379
	page380
	page381
	page382
	page383
	page384
	page385
	page386
	page387
	page388
	page389
	page390
	page391
	page392
	page393
	page394
	page395
	page396
	page397
	page398
	page399
	page400
	page401
	page402
	page403
	page404
	page405
	page406
	page407
	page408
	page409
	page410
	page411
	page412
	page413
	page414
	page415
	page416
	page417
	page418
	page419
	page420
	page421
	page422
	page423
	page424
	page425
	page426
	page427
	page428
	page429
	page430
	page431
	page432
	page433
	page434
	page435
	page436
	page437
	page438
	page439
	page440
	page441
	page442
	page443
	page444
	page445
	page446
	page447
	page448
	page449
	page450
	page451
	page452
	page453
	page454
	page455
	page456
	page457
	page458
	page459
	page460
	page461
	page462
	page463
	page464
	page465
	page466
	page467
	page468
	page469
	page470
	page471
	page472
	page473
	page474
	page475
	page476
	page477
	page478
	page479
	page480
	page481
	page482
	page483
	page484
	page485
	page486
	page487
	page488
	page489
	page490
	page491
	page492
	page493
	page494



